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1-1 本 ガイ ドブ ッ ク の 趣旨 ・ 目 的 


本 ガイ ドブ ッ ク は 、 コ ン テ ン ツ 制 作 に 携わる 産業 
界 の みな さま に 向け て 、 ゲ ー ム ・ ア ニ メ ・ 広 告 の 
各 産 業 に お ける 生成 Al の 利 活用 ケー ス と 、 各 活 
用 シー ン に お ける 留意 点 ・ 対 応 策 を 紹介 し 、 知 的 
財産 権 等 の 権利 ・ 利 益 の 保護 に 十分 に 配慮 し 
た 、 コ ン テ ン ツ 制 作 に お ける 生成 Al の 適切 な 利 
活用 の 方 向 性 を お 示し する も の で す 。 


経済 産業 省 で は 、「 令 和 5 年 度 コ ン テ ン ツ 海 外 展 
開 促進 事業 (コン テン ツ 産 業 に お ける 先端 的 技 
術 活 用 に 関す る 調査 )」 に お いて 、 産 業界 の 各 分 
野 の 有識者 か ら 構 成 さ れる 研究 会 を 開催 し 、 コ 
ン テ ン ツ 産 業 に お ける 先端 的 技術 (特に 生成 Al) 
の 利 活用 に つい て 、 調 査 ・ 研 究 、 議 論 を 重ね て き 
まし た 。 本 ガイ ドブ ッ ク は 、 こ の 事業 の 事業 報告 
書 と 一 体 と な る も の で す 。 


【 研 究 会 和 要員 一 覧 (敬称 略 2024 年 6 月 末 時 点 ) 】 


内 山 隆 (座長 ) 青山 学院 大 学 総合 文化 政策 学部 総合 文化 政策 学科 教授 
義 


奥 部 弘司 慶應 義塾 大 学 大 学院 法務 研究 科 教授 

佐渡 島 証 平 株 式 会 社 コ ルク 代表 取締 役 CEO 

澤田 将 史 高樹 町 法律 事務 所 弁護 士 

福田 昌 昭 株 式 会 社 Preferred Networks コン シュ ー マ ー プ ロダ クト 担当 VP 


FROGMAN 株 式 会 社 DLE 執行 役員 CCO 
三宅 陽一 郎 株 式 会 社 ス クウ ェ ア ・ エ ニッ クス Al 部 ジェ ネ ラ ル ・ マ ネー ジャ ー 


毛利 真 崇 株 式 会 社 サ イ バ ー エ ー ジ ェ ン ト Al 事業 本 部 Al Creative Div. 統括 
望月 逸平 株 式 会 社 ア マナ イメ ー ジ ズ 代表 取締 役 CEO 

日 本 画像 生成 AI コン ソー シア ム 代表 
森川 幸人 モリ カト ロン 株 式 会 社 代表 取締 役 モリ カト ロン Al 研究 所 所 長 


【 オ ブザー バー 一 (敬称 略 ) 】 


川上 博 株 式 会 社 K&K デ ザイ ン 取締 役 

文化 店 著作 権 課 

内 閣府 知 的 財産 戦略 推進 事務 局 

経済 産業 省 商務 情報 政策 局 情報 経済 課 

経済 産業 省 商务 情报 政策 局 情報 産業 課 情報 処理 基盤 産業 室 
一 般 財団 法人 デジ タル コン テン ツ 協 会 


【 事 務 局 】 


経済 産業 省 商務 ・ サ ービス グル ー プ 文化 創造 産業 課 
ボス トン ・ コ ン サ ル テ ィ ン グ ・ グ ルー プ 合 同 会 社 
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生成 Al の 適切 な 利 活 用 に 向け て 


2022 年 頃 よ り 、Stable Diffusion の 公開 (2022 年 8 月 ) や 
ChatGPT(GPT-3.5) の 公開 (同年 11 月 ) な ど に よる 「 生 成 Al 
ブー ム 」 が 巻き 起こ り ま し た 。Al 技 術 の 進化 ・ 発 展 を 経て 実用 
化 に 至っ た 生成 Al は 、 自 然 言 語 な ど に よる 指示 を 通じ て 多様 
な 形式 の アウ ト プ ッ ト を 出力 する こと を 可能 と し まし た 。 大 量 
の デー タ 処 理 、 作 業 の 効率 化 、 新 た な クリ エイ ティ ビ テ ィ の 創 
出 な ど が 可能 と な り 、 様 々 な 産業 の 業務 の あり 方 を 変化 させ 
る と と も に 、 我 々 の 日 常 生活 に も 影響 を 与え て いま す 。 


コン テン ツ 産 業 も その 例外 で は あり ませ ん 。 文 章 、 イ ラス ト や 動 
画 、 音 楽 の 作成 な ど 、 生 成 Al を 利用 し た コン テン ツ 制 作 が 可能 

と な り ま し た 。 実 際 に も 、 ゲ ー ム 、 ア ニ メ 、 広 告 を は じ め と する 各 
種 コ ン テ ン ツ の 制作 現場 に お いて 生成 Al が 活用 され て いま す 。 


生成 Al を 活用 する こと に より 、 業 務 の 効率 化 な ど を 通じ て 肝 
心 の クリ エイ ティ ブ な 創作 に 集中 する 時 間 が 生み 出さ れ た 
り 、 様 々 な 組み 合わ せ を 試行 する こと で 新た な クリ エイ ティ ビ 
ティ が 発見 され る な ど 、 生 成 AIl は 、 コ ン テ ン ツ 制 作 に お ける 多 
く の 場 面 で クリ エイ ティ ブ に 貢献 で きる 側面 を 有 し て いま す 。 


一 方 で 、 生 成 Al を 利用 し た コン テン ツ 制 作 に 対し て は 、 ク リエ 
イタ ー や 実演 家 な どの 権利 者 、AIl 開 発 事業 者 や Al サー ビス 
提供 事業 者 な どの 事業 者 、Al を 創作 活動 に 用 いる クリ エイ 
ター や AI を 事業 活動 に 用 いる 企業 ・ 団 体 を 含む 利用 者 な ど 、 
関係 者 か ら の 様々 な 懸念 の 声 が 上 が っ て いま す 。 具 体 的 に 
は 、 知 的 財産 権 な どの 権利 ・ 利 益 を 侵害 する 可能 性 や 、 誤 っ た 
情報 を 流通 させ る 可能 性 な ど 、 様 々 な 懸念 点 ・ 留 意 点 が 指摘 
され て いま す 。 


も っ と も 、 中 長期 的 に みれ ば 、 今 後 も Al 技術 は 進化 ・ 発 展 し 続 
け 、 我 々 の 日 常 生活 、 様 々 な 産業 の 構造 ・ 業 務 の あり 方 、 そ し て 
コン テン ツ 制 作 の あり 方 を より いっ そう 変化 させ る こと が 予想 
され ます 。Al 技 術 が 進化 ・ 発 展 す る こと を 前 提 と すれ ば 、 我 々 
に は 「Al と うま く 付 き 合 い 、 共 生 す る 」 こ と が 求め られ て いる と 
いえ ます 。 コ ン テ ン ツ 産 業 に お いて も 、 コ ン テ ン ツ 制 作 の 中 心 
今後 も われ われ 人 間 に よ る 創作 で ある こと を 意識 し な が 
ら 、 知 的 財産 権 等 の 権利 ・ 利 益 の 保護 に 十分 に 配慮 し つつ 、 生 
成 Al を 適切 に 活用 し て いく こと が 望ま し いと 考え られ ます 。 
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本 ガイ ドブ プ ブック の 利用 方 法 


上 記 の よう な 生成 Al の 利 活用 の 方 向 性 を ふま えて 、 本 ガイ 
ドブ ッ ク で は 、 コ ン テ ン ツ 制 作 に 携わる 産業 界 の みな さま 
に 向け て 、 ゲ ー ム ・ ア ニ メ ・ 広 告 の 各 産 業 に お ける 生成 Al の 
利 活 用 ケー ス と 、 制 作 工 程 で の 各 活 用 シー ン に お ける 留意 
点 ・ 対 応 策 を 紹介 し て いま す 。 


本 ガイ ドブ ッ ク を 、 生 成 Al を 利用 し た コン テン ツ 制 作 の 企 
画 ・ 検 討 や 、 利 用 する 生成 Al サー ビス の 選択 、 リ ー ガ ル 
チェ ッ ク 、 さ ら に 生成 Al の 利用 に 関す る 社内 ガイ ドラ イン の 
作成 な ど に ご 活用 くだ さい 。 


な お 、 コ ン テ ン ツ 制 作 で 生成 Al を 利 活用 する 際 の 留意 点 ・ 
対応 策 を 考え る うえ で は 、 生 成 Al を 利用 し な い 従 来 の コン 
テン ツ 制 作 で の 留意 点 ・ 対 応 策 を 前 提 に し つつ 、 生 成 Al の 
特性 に 由来 する 特有 の 留意 点 ・ 対 応 策 を 意識 する こと が 重 
要 で す 。 
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本 ガイ ドブ ッ ク の 位置 づ 


本 ガイ ドブ ッ ク を ご 覧 いた だ くう え で の 留 
意 事項 は 、「5-1 留意 事項 」(p60) に 記載 
し て いま す の で 、 ご 確認 くだ さい 。 


また 、 本 ガイ ドブ ッ ク は 、2024 年 6 月 時 点 
で の 、 政 府 関係 省庁 な どの 議論 や その 成果 
物 と し て の ガイ ドラ イン な ど を 前 提 と し た 内 
容 と な っ て いま す 。 本 ガイ ドブ ッ ク と あわ せ 
て 、 政 府 関係 省庁 の ガイ ドラ イン な ども ご 
確認 くだ さい 。 政 府 関係 省庁 で の 議論 の 経 
過 や ガイ ドラ イン な どの 概要 は 、「4 関係 省 
庁 の ガイ ドラ イン な ど 」(p55 へ 58) に て 紹 
介し て いま す 。 
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設定 に 沿っ て 、 背 景 ・ キ ャ ラク ター 等 の ビジ ュ ア ル も 生成 Al に 
よっ て 自動 生成 


(参考 ) モリ カト ロン 株 式 会 社 HP 


2 - 1 分 ーー ム 産 業 詳細 に つい て は 事業 報告 書 p32 も ご 確認 くだ さい 


1983 年 に 発売 され た ア ド ベン チャ ー ゲー ム 「 ポ ー トピ ア 連 続 殺 BE 上 - 6 y = 二 ITEM LIST 
人 事件 」 を ベー ス と し て 2023 年 に テッ ク プ レビ ュー を 配信 。 文 章 oe Ey 要 ベ ペンダント 
理解 、 文章 生成 の よう な 自然 言語 処理 の 機能 を 実証 較 NLU YE AZ 「 何 の こと で し ょ うか ? ' | 耕 造 告 四 写真 


User Input レズ | 可 辐 
俊之 の メ 在 を 読み 上 げ で て * は 、 証 拠 品 5 < 键 


Similar Sentences Threshold 85.0 


俊之 の メモ を 調べ ろ 93.99 “二 ] me_ : = > 于 区 有 


生成 Al の 利 活用 


俊之 の メモ を 見 せろ 2 ニーー = 多 
俊之 の 経歴 を 調べ ろ 人 cs 。 


電 「 こ めい ちご と 書か れ て いま す 。 米 と 置 
平田 の メモ を 見 せろ 。sss ある い は 、 米 が 1 合 加 


俊之 の アリ バイ を 調べ ろ  。。。s 


ャ ス 
Result 「 何 の こと で し ょ うか ? 


Sys)em 二 1enu Es Focus Input: TE 
FastFo 和 eard LEH| Enable Mic: 是 RU View Eny: RG 


自然 言語 処理 に より プレ ー ヤ ー の 入力 内 容 認識 し 解 答 


プレ ー ヤ ー 入 力 に 対し て ゲー ム が 進行 
一 般 公 開 版 で は 、 事 前 に 用 意 さ れ た 会 話 以 外 は 現状 で き な い 仕様 
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©1983 ARMOR PROJECT 
©1985 SPIKE CHUNSOFT CO., LTD. 
© SQUARE ENIX 


(参考 ) SQUARE ENIX HP 
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AIl メ アニ メ ラフ デザ イン か ら 
NN キャ ラク ター を 自動 生成 
プロ ジェ クト 


アニ メ 制 作 な ど を 手掛け る デザ イン 会 社 (株 ) K&K デ ザ 
イン 、 テ クノ ロジ ー カ ン パ ニー (株 ) タ ジ ク に よる プロ ジェ 
クト 


生成 Al の 利 活用 


Al と クリ エイ ター が 共 創 し 、 こ れ ま で に な い 形 で 
IP・ キ ャ ラク ター を 生み 出す こと を 目的 に 、 新 し 
い ア ニ メ の 可能 性 を 探求 する 


対応 策 


ラフ デザ イン や 手描き スケ ッ チ な ど 自 ら が 著作 
権 を 有する 画像 を ベー ス に 生成 Al を 利用 し た 
り 、Al 生 成 物 と し て の 画像 を さら に 加工 し た りす 
る こと で 、 著 作 権 侵害 の 可能 性 を 低減 し て いる 


2 
AN 
人 い 
a 展 
了 
/ J 
2 必 
に 内 


生成 Al に よる 出力 


(参考 )Alx アニ メ プロ ジェ クト HP 


Eee 0 リリ ョ ロー ジニ | ン を 
自動 生成 


手描き スケ ッ チ に 対す る 自動 彩色 生成 し た 背景 画像 を 編集 ・ 加 工 し 利用 


画像 生成 Al で 生成 し た 背景 画像 に 対し て 、 
光源 を 加え る な どの 編集 ・ 加 工 を 行っ た うえ で 利用 
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生成 Al の 利 活用 


(参考 ) 株 式 会 社 デ ィ ー・ エ ル ・ イ ー HP 


音声 合成 技術 に より 、 テ キス ト を 入力 する と 吉田 くん の 声 と 
口調 で 会 話 が 可能 


AI アバ ター に 音声 合成 技術 を 組み 合わ せ 、 自 律 的 な 会 話 が 
可能 な 、「AI 吉 田 く ん 」 を 開発 中 
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3 生成 Al の 利 活用 


広告 テキ スト を 自動 生成 し 効果 の 事前 予測 を 行う 「 極 予測 TD」 に 、 自 社 LLM 及 び GPT-4 を 導入 


了 生成 Al の 利 活用 


(参考 ) 株 式 会 社 サ イ バ ー エ ー ジ ェ ン ト HP、 プ レス リリ ー ス (2023 年 12 月 7 日 ) 


商品 


CyberAgent. 


、 、 入力 文 (プロ ンプ ト ) 生成 され る 商品 画像 例 
広告 クリ エイ ティ ブ の 制作 を 支援 する 「 極 予測 All に 、 広 告 コ ピー と 画像 の = 
生成 機能 を 実装 


タ 日 の 見 える 海辺 1 = 舞 


ラベ ル の 文字 や 光 の 差し 込み も 


高 精细 に 表現 i 


繰り 返し 試行 を 実施 


2-3 広告 産業 


di 
り ll 


を 
| 二 


ロン グセ ラー 商品 「 キ ンチ ョ ー ル 」 の CM「 ヤ ング 向け 映像 」 篇 (2023 年 4 月 ) = 
大 手 広 告 代理 店 の も と で 、 画 像 生成 Al を 活用 し て 制作 


も チリ | 4 


3 生成 Al の 利 活用 


= :4 
シク 向 了 ほ 映像 
ウデ 
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16 (参考 ) KINCHO 大 日 本 除虫菊 株 式 会 社 HP、AdverTimes「Al と ブレ スト し な が ら 企 画 し た キン チョ ー ル の 新 CM『 ヤ ング 向け 映像 』」 


「 ヤ ング 向け 映像 」 入 より 


ヤセ シク グ 向け 映像 


広 告 産 業 


日 本 初 の 「AI タ レン ト 」 を 起用 し た テレ ビ CM (2023 年 9 月 ・ 第 1 弾 「 未 来 を 変え る の は 、 今 !」 篇 、2024 年 4 月 ・ 
第 2 弾 「 食 事 の 脂肪 を スル ー」 篇 ) 。Al モ デル の 企画 ・ 開 発 ・ 運 営 を 行う Al model 社 が 「AI タ レン ト 」 を 提供 


23 生成 Al の 利 活用 


) カテ キン 緑茶 
2 


S 
Y 
a 
Ed 0-M 
5 肺 が つ 3 
を Ls 
pr 
< 伊藤 
IRC) 
- エエ 胡 
Nn 


いい 〇 どい - の い 〇 いい 一 守 骨 胡 間 き Sー> ち 員 肝 


EE 。。 人 向い ] 
て ーー 2 _ | に ”本 
‘ Et き 好物 縁 # 1 
2 | 
a 
食事 と 一 緒 に i 了 
17 (参考 ) 株 式 会 社 伊藤 園 HP(2023 年 8 月 28 日 ) 、 同 (2024 年 3 月 29 日 ) 食 生活 は 、 主食 、 主 藤 、 副 菜 を 基本 に 、 食 事 の バラン を 。 


[特定 保健 用 食品 】 [関与 成分 】 茶 カテ キン 【 許 可 表示 】 本 品 は 茶 カ テ 寺 ン を 含み ます の で 、 食 事 の 脂肪 の 中 取 を 抑え て 排出 を 増加 き 世 価 に 此 肪 が つき に くい の が 特長 で す 。 また 、 本 品 は コレ ステ ロー ル の 吸収 を 
お だ や か に する 茶 カ テキ ン の 働き に より 、 血清 コレ ステ ロー ル 、 特に MPL (悪玉) コレステロール を 減ら す の が 特長 で す 。 体 脂 訪 が 多め の 方 や コレ ステ ロー ル が 高め の 方 な 適 じい ます 。 空 容 各 は リサ イク ル 


デジ タル クリ エイ ター を 起用 し 、 広 告 内 の 全て の 要素 に 最 先端 の 画像 生成 AI が 活用 され た ファ ッ シ ョ ン 


広告 と し て 制作 され た (2023 年 10 月 ) 3 
一 般 社団 法人 デジ タル メデ ィ ア 協会 (AMD) 主催 「 デ ジタル ・ コ ン テ ン ツ ・ オ ブ ・ ジ ・ イ ヤー*23/ 第 29 回 = お 
AMD Award」 に て 、 年 間 コ ン テ ン ツ 賞 「 優 秀 賞 」 を 受賞 


3 生成 Al の 利 活用 
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(参考 ) 株 式 会 社 パ ルコ PRESS RELEASE(2023 年 10 月 30 日 ) 、 株 式 会 社 パ ルコ HP(2024 年 3 月 6 日 ) 


本 章 に 掲載 し た 留意 点 ・ 対 応 策 が コン テン ツ 制 作 に お ける 個々 の 場面 に 適用 で きる か 否 か 
は 、 ケ ー ス ・ バ イ ・ ケ ー ス の 判断 と な り ま す 。 ま た 、 仮 に 適用 で きた と し て も 、 本 ガイ ドブ ッ ク 
は 著作 権 法 を 含む 知 的 財産 法 等 の 解釈 や その 参考 と な る 考え 方 を 示す も の で は な く 、 適 
法 性 や 妥当 性 等 を 保証 する も の で も あり ませ ん 。 留 意 点 ・ 対 応 策 は 、 本 章 に 掲載 し た も の 
に 限ら れず 、 個 々 の 場面 ご と に 検討 する 必要 が あり ます 。 法 的 問題 や コン テン ツ 制 作 に お 
ける 各種 問題 に つい て は 、 弁 護 士 な どの 専門 家 に ご 相談 くだ さい 。 


想定 され る 利用 場面 と 留意 点 p 2 0 
各 産 業 の 活用 シー ン と 留意 点 の 概要 p23 
留意 点 と 対応 策 p26 
① 著 作物 の 利用 + 留 意 点 ・ 対 応 策 の 概要 ・ ま と め 

② 意 匠 ・ 商 標 な どの 利用 

③ 人 の 肖像 の 利用 


③④ 人 の 志 の 利 用 
⑤ そ の 他 ・ 共 通 の 留意 点 ・ 対 応 策 


NOIIV ヨ 4 つ IN ヨ INO つ NI IV ヨ AIIV ヨ N ヨ の 


ざ 骨 部 き ー あ 品 肛 


名 映 SYO マー 
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IT 


へ 
= 
=| 
の 


腕 ・ 


想定 され る 利用 場面 と 留意 点 


学習 用 デー タ 
・ 加 工 

(著作 物 な ど ) 90 

学習 用 デー タ 

( 非 著作 物 な ど ) 


学習 用 デー タ 
・ 加 工 
と 計 用 デー タ 且 条 = 
> 追加 学習 用 ] 
学習 用 デー タ 2 
( 非 著作 物 な ど ) 


コン テン ツ 制 作 に お いて 、 生 成 Al を より 有効 に 活用 する た め に 、 
独自 モデ ル の 開発 や ファ イン チュ ー ニ ング な ど を 行う 際 に 、 開 
発 ・ 学 習 段 階 に 関わ る こと が 想定 され ます 。 


(参考 ) 文化 店 「 令 和 5 年 度 著作 権 セ ミナ ー」(2023 年 5 月 ) の 資料 、 考 え 方 p18-19 な ど を も と に 経済 産業 省 が 作成 


開発 ・ 学 習 段階 


事前 学習 
(パラ メー タ 調 整 ) 
追加 学習 
(パラ メー タ 調 整 ) 


基盤 
モデ ル 


追加 学習 用 
プロ グラ ム 
性 ン ノン 


追加 学習 済み 
モデ ル 


ファ イン チュ ー ニ ング な どの 過程 で は 、 以 下 の 場 面 で 、 著 作物 の 利用 
行為 (複製 な ど ) が 発生 し うる た め 、 権 利 侵 害 の 可能 性 に 留意 する 必 
要 が あり ます 。 
⑥ 学習 用 デー タ を 収集 ・ 加 工 し て 学習 用 デー タ セ ッ ト を 構築 する 
全学 習 用 デー タ セ ッ ト を 学習 用 プロ グラ ム に 入力 する 


由 测 罗 Srryv 一 必 灌 彰 S 一 三 玫 片 


て 」 
= 
= 
の 


妾 . 


想定 され る 利用 場面 と 留意 点 


入力 ・ 指 示 入力 
(著作 物 な ど ) 


学習 済み モデ ル 


_ 推論 用 
入力 ・ 指 示 0 
( 非 著作 物 な ど ) 入力 プロ グラ ム 


コン テン ツ 制 作 に お いて 生成 Al の 利用 場面 と し て は 、 例 えば 、 以 
下 の 場 面 が 考え られ ます 。 


邊 生成 Al に 文章 や 画像 な どの プロ ンプ ト を 入力 し 、 文 章 や イラ ス 
ト な どの 一 定 の 生成 物 (Al 生 成 物 ) を 出力 する 


邊 Al 生成 物 を さら に 編集 ・ 加 工 し て コン テン ツ 制 作 に 利用 し 、 公 
開 ・ 販 売 な どす る 


(参考 ) 文化 店 「 令 和 5 年 度 著作 権 セ ミナ ー」(2023 年 5 月 ) の 資料 、 考 え 方 p18-19 な ど を も と に 経済 産業 省 が 作成 


生成 :利用 段 障 


(公開 ・ 販 売 な ど ) 


AI 生成 物 ( や それ を 編集 ・ 加 工 し た も の ) が 他人 の 著作 物 な ど と 同 
ー・ 類 似 で ある 場合 は 、 著 作 権 侵 害 な どの 可能 性 が ある た め 、 留 意 が 
必要 で す 。 


プロ ンプ ト 入 力 に 著作 物 な ど を 利用 する 場合 は 、 著 作物 の 利用 行為 
な ど が 発生 し うる た め 、 開 発 ・ 学 習 段 階 と 同様 に 、 権 利 侵害 の 可能 性 
こ 留 意 が 必要 で す 。 


制作 物 が Al 生成 物 を 含む 場合 、 発 注 元 へ の 制作 物 の 納品 の 場面 や 、 

公開 ・ 販 売 し た 制作 物 の 利用 の 場面 な ど で は 、 そ の 制作 物 が 著作 権 

法 で 保護 され る 著作 物 に あたる か (= 著作 物性 を 有する か ) など に 留 
意 す べき 場合 も あり ます 。 
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生成 Al に 関連 する 


(、) 


生成 Al の 利用 に お いて 関係 する 知 的 財 
産 法制 と し て は 、 右 表 の も の が 挙げ られ 
まず が 、 そ れ ぞ れ の 法律 の 目的 や 保護 
対象 は 異な っ て いま す 。 


本 ガイ ドブ ッ ク で は 、 関 連 す る 領域 と し 
て 、 肖像 権 ・ パ ブリ シテ ィ 権 に つい て も 
取り 扱っ て いま す 。 


生成 Al を 利用 する に あたっ て は 、 そ れ ぞ 
れ の 利用 場面 で で の よう な 法律 や 権利 ・ 
利益 が 関係 し て いる か 、 ま た 関係 する 法 
律 が どの よう な 目的 の も と に 何 を 保護 し 
よう と し て いる か を 把握 し まし ょ う 。 


(参考 ) 中 間 と り ま と め p22 な ど を も と に 経済 産業 省 が 作成 


知 的 財産 法制 の 全体 像 


権利 の 保護 と 公正 な 利用 の バ | 者 作物 | 知 的 創作 物 | 無 方 式 主義 
著作 権 法 | フン ス 思想 又は 感情 を 創作 的 に 表現 し た も の で あっ て 、 文 芸 、 著作 物 の 創作 と 同時 に 
づ 文 化 の 発展 術 、 美 術 又 は 音楽 の 範囲 に 属す る も の 自動 的 に 発生 
この 他 に も 、 実 演 ・ レ コー ド ・ 放 送 ・ 有 線 放送 


発明 の 保護 ・ 利 用 を 図る こと 発明 方 式 主義 
特許 法 に より 、 発 明 を 奨励 自然 法則 を 利用 し た 技術 的 思想 の 創作 の うち 高度 の も 出願 登録 が 必要 


っ 産業 の 発達 


意匠 の 保護 ・ 利 用 を 図る こと 意匠 方 式 主義 
意匠 法 に より 、 意 匠 の 創作 を 奨励 物品 や 建築 物 の 形状 等 、 画 像 (操作 画像 また は 表示 画像 出願 ・ 登 録 が 必要 
っ 産業 の 発達 に 限る ) で あっ て 、 視 覚 を 通じ て 美 感 を 起こ させ る も の 


商標 を 使用 する 者 の 業務 上 の 
信用 を 維持 


商標 | 営業 標識 | 
文字 、 図 形 、 記 号 、 立 体 的 形状 、 色 彩 等 で あっ て 、 業 と し 


方 式 主義 


; 出願 ・ 登 録 が 必要 
商標 法 gt 
つっ 産業 の 発達 + て 商品 ・ 役 務 に つい て 使用 する も の 
需要 者 の 利益 保護 


不正 競争 事業 者 間 の 公正 な 競争 の 確 不正 競 時 RE 内 
保 等 商品 の 形態 に 関す る 行為 


防止 法 営業 秘密 ・ 限 定 提供 デー タ に 関す る 行為 等 


(っ 営業 上 の 信用 や 投資 ・ 労 力 等 を 保護 ) 


っ 国民 経済 の 健全 な 発展 


その 他 、 本 ガイ ドブ ッ ク で 扱う 周辺 領域 


当 像 检 みだりに 自己 の 容 狐 、 姿 態 を 撮影 され た り 、 撮 影 さ れ た 写真 等 を みだりに 公表 され な い 人 格 的 利 
益 (法廷 内 撮影 事件 判決 ) 、 人 の 肖像 等 を みだりに 利用 され な い 権 利 ( ピ ンク ・ レ ディ ー 事 件 判決 ) 

肖像 等 (= 本 人 の 人 物 識 別 情報 。 サ イン 、 署 名 、 声 、 ペ ン ネ ー ム 、 芸 名 等 を 含む お 。) の も つつ 顧客 吸引 力 を 排他 的 に 利用 

する 権利 (ピン ク ・ レ ディ ー 事 件 判決 、 中 島 基 至 「 最 高裁 判 所 判例 解説 民事 篇 平成 24 年 度 上 」18 頁 ) 


パブ リ シ テ ィ 権 
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a 
プリ ・ プ ロダ クシ ョ ン 


プ ブ N 
企画 
回 8 プロ ト タ イ プ 制 作 
C 


シス テム 構築 ・ コ ー デ ィング 


グラ フィ ン ッ ク 


3D モ デリ ング 
テク スチ ャ リン グ 
リ ギ ング 


时， 
記 サウ ンド ・ ボ イス 作成 


ポス ト ・ プ ロダ クシ ョ ン 


QA | ーー 
QA (デバ ッ グ ) 


各 産 業 の 活用 シー ン と 留意 点 の 概要 


コン セプト 、 設 定 ・ ス トー リー、 
シス テム な どの アイ デア 出し 


プロ グラ ムコ ー ド (プロ ト タ イ プ や 
シス テム 構築 ) の 生成 


キャ ラク ター デザ イン 、 テ クス チャ 、 
背景 、 オ ブ ジ ェクト 、 ロゴ な どの 生成 


な どの 利用 
p41~ 


葉 人 吉 能 作 が あり 、 乱 が 必 要 な 活用 シー ン 


生生 


_ 権利 侵害 の 可能 性 が 相対 的 に 低い 、 又 は 状況 に より 
権利 侵害 の 可能 性 は な いと 考え られ る 活用 シー ン 


OULYTTPTYYYYYYTYETYTYYKCYPYPYEYKYYHYEYYYEYCYKYYINYEIYYKYUYUYMNYNIYEYEKIUIIYKNYEYUUYPYYYYYKYYEYEYYYYYEYYYITYYYYYKYCYPYIYYKYYIYYYITYYYEYEDYPDHYYYYYEYPYPYEIYYYYYEYEYYYYYEYSYYYYYS す Y1 


eeeeeeeseeseeseeseeseooeoeseseseseoooooesesoesoeoeooeesesosoeoeoeeoeosoeooeoosoeeesoeoeoeoseseeoeoeoooesesoesoeoohooosoeoesoeoooeoeeoeoooeoohosoeooooeoesoeeeooooooesheosooeooeooesesoeoeoeeeeeeee 


ゲー ムシ ステ ム の 説明 文 や 
セリ フ の 生成 


eeeeeeeeseseseeseeseeeseoeoeseseseeeseesesesoeseooseesesosoeseeseseeosoeseosoeeeeooesesoeseeesoseesesoeseooehoooesesoeoeoesoeeoeoesoeoeoohosoeoeoooesoesoeseoeooooeseshosoeoeoeosoeeseseseoeeeeeee 


登場 人 物 ・ キ ャ ラク ター の 
ボイス 生成 


HOULLTTTTLKLKLYKYKLKLKKKKKLYKLKKKKKKKKKKKKKKEKKKKKKLKKKEKEKKKKKKKEEEEKKKKKKCEEEEEKKKIKKEEEEEKIKLLLIEEEELELLTLLELEHKIITTLHTTEIYTYTYHIHIIIKYYTTTLYHITTYYYYYTYDDCOLYVTYYYYYYYT4 


eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeefs eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeehoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeheeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeebheeeseeeeeeeeeeeeeeeeeet 


デバ ッ グ の 自動 化 


※1 実際 に は 、gw 版 (コア ルー プ を 制作 )、 版 (ゲー ム 全 体 を 制作 )、 マ スタ ー 版 (デバ ッ グ 、 バ ラン ス 調 整 、 デ ー タ 処理 の 最適 化 等 を 実施 ) と 段階 的 に 制作 


(参考 ) 事 業 報告 書 p71 を 参考 に 経済 産業 省 が 作成 
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3-2 各 産 業 の 活用 シー ン と 留意 点 の 概要 


業 - 権利 侵害 の 可能 性 が あり 、 留 意 が 必要 な 活用 シー ン 


区 権利 侵害 の 可能 性 が 相対 的 に 低い 、 又 は 状況 に より 
権利 侵害 の 可能 性 は な いと 考え られ る 活用 シー ン 


意匠 ・ 商 標 
な どの 利用 
p41~ 


プリ ・ プ ロダ クシ ョ ン 


企画 


キャ ラク ター デザ イン 、 テ クス チャ 、 
背景 、 オ ブ ジ ェクト 、 ロゴ な どの 生成 


eeeseseseeeeeseeseeseseeeseoseseseeoeoossssesesesoesooessesesoeoeseseeseoeoesoeseeoeeeeoeooeeeoeeoeseseseoohoooesesoeooeooeoseoeseoeosohoooooooooosooeooooooseshooooooooeseseweoeoeseseee 


02 ンコ © tmnt | 
古人 6 di Ce | 


省 美術 設定 、 レ イア ウト か ら 背 景 の 生成 


eeeeeeseeeeseeeeeeeoeeseeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeseeeeeeoeeeeeeleeeeeeoseeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeepeeeeeeeeeeoeeeeeeeeeeeoeoeeeeeeeeeeeeee 
coseeseseecceseeseseeeeseseseeeeeesesseeseeeeseseeeeeeesseseeceeseesesescesesseeee oooeesssoeeeeesesesoeokeosseseseeocesseseseeeehosssesooeeseossseeeecoebpeeseeeseeseseeceoeseseee 


ポス ト ・ プ ロダ クシ ョ > cm ) キャ ラク ター・ 登 場 人 物 の ボイス の 生成 
編集 gE アフ レコ の 生成 | 
j = TRY : 

セリ フ ・ 音 響 効果 ・ 音 楽 BGM の 生成 : 


(参考 ) 事 業 報告 書 p72 を 参考 に 経済 産業 省 が 作成 


3 -2 各 産 業 の 活用 シー ン と 留意 点 の 概要 3 権利 侵害 の 可能 性 が あり 、 留 意 が 必要 な 活用 シー ン 


a 権利 侵害 の 可能 性 が 相対 的 に 低い 、 又 は 状況 に より 
ハ エコ 権利 侵害 の 可能 性 は な いと 考え られ る 活用 シー ン 


意匠 ・ 商 標 


な どの 利用 
p41~ 


esoseseeeeeeeeeeseseeeesg 


る 
六 


画 段階 で の アイ デア 出し が 1 


于 : 
天 二 到 


seeseseseseseeeseseseesessesesseeeeesoesesesoesesoesesesoseeseseseseseesesesesooeseseseeeoesoesesesoeesesoooesesoesoeesesesesesoeesoehoseooeoeeseseseooeoesesoeshoeseooesoesoesoeoeoseeesesesefy 
四 


i 

{ 

、 [ 

3 { 

2 

[ 
人 ラッ ェクト ロコ な eo 淆 柴 | 
広告 素材 の 生成 | 

ーー 

: i 


Ns NBGI に ( 叶 f 


《一 
の 中 本 
ED 0 キャ ラク ター・ 人 物 の 音声 の 生成 
= 0 
ナレ ーション の 生成 
辟 、 
マー = 。 二 > 折 < ; 
首 瑶 六 音 尘 EN RN 


@ ssvosn 


清 引 当 ・ 


| 
人 


(参考 ) 事 業 報 告 書 p73 を 参考 に 経済 産業 省 が 作成 
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3-3 留意 点 と 対応 東 


著作 物 の 利用 


! 開発 学習 段階 の Point 


留意 点 >pzs< 


EN や へ 


情報 解析 の た め に 用 いる 場合 な ど 「 非 享受 目 
的 」 の 著作 物 の 利用 で あれ ば 、 著 作 権 法 30 条 の 4 
本 文 に より 、 


二 や 、 同 条 た だ し 
書 の 

な ど は 同 条 本 文 は 適用 され ず 、 他 の 権利 制 
限 規定 の 適用 や 著作 権 者 の 許諾 が な けれ ば 閉 作 
権 侵 害 と な る た め 、 留 意 が 必要 で す 。 


著作 物 を 学習 用 デー タ と し て 用 いる 場合 に 、 


著作 権 法 30 条 の 4 の 適用 を 受け る た め … 


情報 解析 の た め な ど 享受 目的 
も 存在 する と 評価 され る よう な 、 例 えば 、 意 図 的 に 学習 用 デー 
タ に 含ま れる 著作 物 の 創作 的 表現 の 全部 また は 一 部 を 出力 さ 
せる こと を 目的 と し た 学習 の た め の 利 用 な ど は し な い 。 


著作 権 法 30 条 の 4 の 適用 に よら な い 対 応 策 と し て … 


を 利用 する 。 
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3-3 


著作 物 の 利用 
! 生成 ・ 利 用 段階 の Point 


留意 点 と 対応 策 


従来 の 判例 ・ 裁 判例 か ら す れ ば 、Al 生 成 物 (や それ を 編集 ・ 加 工 し た も の ) の 表現 が 、 


留意 点 >p32~ 


AAS LN 


は 、 著 作 権 侵 害 と な り ま す 。 


Al 生成 物 ( や それ を 編集 ・ 加 工 し た も の ) に つい て 、 


を 、 し まし ょ う 。 こ の 類似 性 の 確認 は 必須 の 
対応 >p34~ 
宋 対応 策 と 考え られ ます 。 


その うえ で 、 著 作 権 侵害 と な る こと を 避け る た め 、 


利用 する 生成 Al の 選択 段階 2ENZ ド AN 惨 靖 Al 生成 物 の 利用 段階 


どの よう な AlI 生 成 物 が 出力 され うる か を 検討 する た め 、 他人 の 著作 物 と 同一 ・ 類 似 の 表現 他人 の 著作 物 と 同一 類似 
し 、 が 出力 され な いよ う … の 場合 に は 、 
する 
する 


生成 Al の 学習 用 デー タ で ある 他人 の 著作 物 と の 関係 で の 著作 権 侵 
害 を 避け る た め に 、 
する 


他人 の 著作 物 と 同一 ・ 類 似 の 表現 が 出力 され な いよ うに 、 
可能 な 限り 


ヾ ざ 過半 ら ー ゆ 知人 F 


難 映 SYO マー 
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3-3 留意 点 と 対応 東 


著作 物 の 利用 


scene 特定 の キャ ラク ター 画像 デー タ な ど を ネッ ト 上 で 収集 し 、 学 習 用 デー タ と し て 利用 する 


他人 が 著作 権 を 有する 著作 物 を 用 いて 学習 用 デー タ セ ッ ト を 作成 し た り 、 
学習 用 デー タ を 学習 用 プロ グラ ム に 入力 し て 学習 済み モデ ル を 開発 する 行 
為 は 、 著 作物 の 利用 行為 (複製 ・ 譲 渡 ・ 公 衆 送信 な ど ) を 伴う こと か ら 、 著 
作 権 者 の 許諾 が な けれ ば 、 本 来 は 著作 権 侵 害 に あたる 可能 性 が あり ます 。 著作 権 法 30 条 の 4 の 「 享 受 」 と は 、 著 作物 の 視聴 等 を 通じ て 、 視 聴 者 
等 の 知 的 ・ 精 神 的 欲求 を 満た す と いう 効用 を 得る こと を いい ます 。 

例 : 文 章 の 著作 物 を 閲読 する こと 、 音 楽 ・ 映 画 を 鑑賞 する こと 等 


一 方 、 こ れ ら の 利用 行為 は 、 生 成 Al の 開発 ・ 学 習 に 向け られ た 情報 解析 の 
た め の も の で あり 、 著 作物 に 表現 され た 思想 又は 感情 の 享受 を 目的 と し な 
い ( 非 享受 目的 の ) 利用 行為 で ある 場合 、 原 則 と し て 、 著 作 権 法 30 条 の 4 
に 基づい て 、 著 作 権 者 の 許諾 な く 行 うこ と が 可能 で す 。 9 9 aa Pe PC ー 


※1 「 非 童 受 目的 」 に 該当 する 場合 の 考え 方 の 詳細 に つい て は 、 考 え 方 p19-22 を ご 確認 くだ さい 。 


ee 


ee 
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3-3 留意 点 と 対応 東 


著作 物 の 利用 


た だ し 、 非 享受 目的 と 併存 し て 、 著 作物 に 表現 され た 思想 又は 感情 
を 享受 する 目的 (享受 目的 ) が ある と 評価 され る 場合 は 、 著 作 権 法 
30 条 の 4 は 適用 され ず 、 他 の 権利 制限 規定 の 適用 が な けれ ば 、 著 作 
権 者 の 許諾 が 必要 と な り ま す 。 享 受 目 的 が 併存 する と 評価 され る 場 
合 の 例 と し て は 、 以 下 の も の が 挙げ られ ます 。 


ファ イン チュ ー ニ ング の うち 、 意 図 的 に 、 学 習 デ ー タ に 含ま れ 
る 著作 物 の 創作 的 表現 の 全部 又は 一 部 を 出力 させ る こと を 目 
的 と し た 追加 的 学習 を 行う た め 、 著 作物 を 利用 する 場合 


※2 「 閉 作 権 者 の 利益 を 不当 に 害する こと と な る 場合 」( 著 作 権 法 30 条 の 4 た だ し 書 ) の 考え 方 の 詳細 に つい て 
は 、 考 え 方 p22-29 を ご 確認 くだ さい 。 

※3 考え 方 p22-29 に お いて は 、「 閉 作 権 者 の 利益 を 不当 に 害する こと と な る 場合 」 に 関し て 、 著 作 権 法 が 保護 す 
る 利益 で は な い ア イデ ア 等 が 類似 する に と ど ま る も の が 大 量 に 生成 され る よう な 場合 の 考え 方 や 、 学 習 の た 
め の 複 製 等 を 防止 する 技術 的 な 措置 (ウェ ブサ イト 内 の ファ イル ?robots.txt” へ の 記述 に よっ て Al 学習 の 
た め の 複 製 を 行う クロ ー ラ に よる ウェ ブサ イト 内 へ の サク セス を 制限 する 措置 な ど ) が 施さ れ て いる 場合 等 
の 考え 方 に つい て 、 議 論 状 況 が 整理 され て いま す 。 


情報 解析 の た め な ど 「 非 享受 目的 」 の 利用 行為 で あっ て も 、「 著 作 権 者 
の 利益 を 不当 に 害する こと と な る 場合 」( 著 作 権 法 30 条 の 4 た だ し 書 
※2) は 、 著 作 権 法 30 条 の 4 の 適用 が な く 、 他 の 権利 制限 規定 の 適用 が 
な けれ ば 、 著 作 権 者 の 許諾 が 必要 と な り ま す 。 


「 著 作 権 者 の 利益 を 不当 に 害する こと と な る 場合 」 に 該当 する か 否 か 
は 、 著 作 権 者 の 著作 物 の 利用 市 場 と 衝突 する か 、 あ る い は 将来 に お け 
る 著作 物 の 潜在 的 販路 を 阻害 する か と いう 観点 か ら 、 技 術 の 進展 や 、 
著作 物 の 利用 態様 の 変化 と いっ た 諸般 の 事情 を 総合 的 に 考慮 し て 検 
討 さ れる と 考え られ ます 。「 著 作 権 者 の 利益 を 不当 に 害する こと と な る 
場合 」 の 例 と し て は 、 以 下 の も の が 挙げ られ ます 3。 


2 / ノ 大 量 の 情報 を 容易 に 情報 解析 に 活用 で きる 形 で 整理 し た デー タ 
ペー ス の 著作 物 が 販売 され て いる 場合 に 、 当 該 デ ー タ ベー ス を 情 
報 解析 目的 で 許諾 な く 利用 し た 場合 。 

※ 当 該 デ ー タ ベー ス に は 、DVD 等 の 記録 媒体 に よる 提供 され る 
も の だ け で は な く 、 ネ ッ ト 上 で の ファ イル 提供 や デー タ 取 得 の 
可能 な API の 提供 な ど オ ン ラ イン で デー タ が 提供 され る も の 
も 含ま れ う る と 考え られ ます 。 
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3-3 留意 点 と 対応 東 


著作 物 の 利用 


例え ば 、 以 下 の よ うな 対応 策 が 考え られ ます 。 


著作 権 法 30 条 の 4 の 適用 を 受け る た め … 


著作 権 法 30 条 の 4 本 文 の 要件 を 満た す よ う 、 情 報 蟹 析 の た め 
な ど 「 非 享受 目的 」 の み で 利用 する 。 また 、 享 受 目 的 も 併存 する 
と 評価 され る よう な 、 例 えば 、 意 図 的 に 学習 用 デー タ に 含ま れ 
る 著作 物 の 創作 的 表現 の 全部 また は 一 部 を 出力 させ る こと を 
目的 と し た 学習 の た め の 利 用 な ど は し な い 。 


「 非 享受 目的 」 の 利用 行為 で や あっ て も 、 そ の 例外 で ある 「 著 作 権 
者 の 利益 を 不当 に 害する こと と な る 場合 」 に あたる よう な 利用 
は 避け る 。 


著作 権 法 30 条 の 4 の 適用 に よら な い 対 応 策 と し て … 


学習 用 デー タ に は 、 自 ら が 著作 権 を 有 し て いる デー タ 、 著 作 権 
者 か ら 許諾 を 得る な ど 権 利 処理 され た デー タ 、 著 作 権 保護 期 
間 が 過ぎ た デー タ を 利用 する 。 
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「 権 利 制限 規定 」 と 
著作 権 法 30 条 の 4 


著作 物 に つい て 著作 権 法 が 定め る 形 で の 利用 行為 (法定 利用 行為 ) を 行う 場 
合 に は 、 原 則 と し て 著作 権 者 の 許諾 が 必要 と な り ま す 。 

も っ と も 、 著 作 権 法 は 、 一 定 の 場合 に は 著作 権 者 の 許諾 を 得る こと な く 著 作 
物 を 利用 で きる 旨 の 、「 権 利 制限 規定 」 を お いて いま す 。 

その 例 と し て 、 私 的 使用 目的 の 複製 ( 法 30 条 )、 引 用 ( 法 32 条 1 項 )、 学 校 その 
他 教 育 機関 に お ける 複製 等 ( 法 35 条 ) な ど が 規定 され て いま す 。 


AI の 開発 ・ 学 習 と の 関係 で は 、 機 械 学習 (学習 対象 デー タ を 分 析 し て パタ ー 
ン を 見 つけ 出す 行為 ) 自 体 は 著作 権 法 が 定め る 形 で の 利用 行為 で は な いた 
め 許 諾 は 不要 で す 。 

一 方 、 機 械 学習 の た め に 行わ れる 学習 用 デー タ セ ッ ト の 作成 や 学習 用 ブ プログ 
ラム へ の 入力 に は 閉 作 物 の 複製 な どの 利用 行為 が 伴う た め 、 本 来 は 著作 権 
者 の 個別 の 許諾 が 必要 で す が 、 全 て に 個別 の 許諾 を 必要 と し て は 機械 学習 
で 大 量 の デー タ を 偏り な く 学 習 さ せる こと が で き な い た め 、 そ うし た 行為 を 
著作 権 者 の 許諾 な く 可 能 と する た め に 、「 和 柔軟 な 権利 制限 規定 」 と し て 、 著 作 
権 法 平成 30 年 改正 (平成 31 年 1 月 1 日 施行 ) で 著作 権 法 30 条 の 4 が 規定 され 
まし た 。 


\ 邢 属 咏 一 > 下 片 
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3-3 留意 点 と 対応 東 


著作 物 の 利用 


生成 ・ 利 用 段階 


画像 生成 AI を 用 いて 、 背 景 、 キ ャ ラク ター、 
オブ ジェ クト な どの 2D 画 像 や 3D モ デル を 作成 する 


Scene 


scene 音楽 生成 Al を 利用 し て 、BGM を 作成 する Scene 


IFY』 還 ー ーー 


ES 
三 = 


Al 生成 物 ( や それ を 加工 ・ 編 集 し た も の ) の 表現 が 既存 の 閉 
作物 の 創作 的 表現 と 同一 ・ 類 似 の 場合 、 そ の Al 生成 物 を 利用 
(アッ プロ ー ド や 販売 等 ) する 行為 が 著作 権 侵 害 に あたる 可能 
性 が あり ます 。 


な お 、 生 成 ・ 利 用 段階 に お いて 、 生 成 時 の プロ ンプ ト と し て 他 
人 の 著作 物 を 入力 する 場合 は 、 著 作物 の 利用 行為 が 発生 し 、 
條 開発 還 画 生 下 剛 と 同様 に 、 著 作 権 侵害 に あたる 可能 性 が あり ま 
す 。 こ の 場合 に つい て は 、 細 請 還 議 還 本 時 瞳 の 留 意 点 ・ 対 応 策 を 
参照 し て くだ さい 。 


テキ スト 生成 Al を 利用 し て 、 
登場 人 物 の セリ フ を 作成 する 


WchECK [著作 物 」 と は ? 


著作 権 法 上 、「 著 作物 」 は 「 思 想 又は 感情 を 創作 的 に 表現 し た も の で あっ て 、 文 芸 、 学 
術 、 美 術 又 は 音楽 の 範囲 に 属す る も の 」 と 定義 され て いま す 。 単 な る 事実 や デー タ 、 
作風 や アイ デア 、 実 用 品 な どの 文芸 、 学 術 、 美 術 又 は 音楽 の 範囲 に 属さ な いも の は 、 
著作 物 に 該当 せ ず 著作 権 法 の 保護 対象 に 含ま れ ま せん 。( 参 照 : 考 え 方 p4-5) 

Al 生成 物 に よる 著作 権 侵 害 は 著作 権 法 で 保護 され る 著作 物 と の 関係 で の み 発 生 し 
得る た め 、 ア イデ ア や 作風 ・ 画 風 が 類似 し て いる だ け で は 問題 と な ら な いこ と に 留意 
し まし ょ う 。 


\ 磺 痢 咏 一 > 下 片 


由 机 CryvN 一 


IT 


へ 
= 
= 
の 


小 紀 臣 ・ 


LU 
WU 


意 点 と 対応 策 


3-3 留 
著作 物 の 利用 


生成 ・ 利 用 段階 


応用 = 


従来 の 判例 ・ 裁 判例 で は 、 
① と 
の ) の 両者 が 認め られ る 場合 に 、 
著作 権 侵 害 に な る と され て いま す ( 右 図 ) 。 
で す 。 


類似 性 W 


と 考え られ ます 。 また 、 生 成 Al で は 出力 結果 (AI 生成 物 の 内 容 ) を 完 
全 に コン トロ ー ル で き な い 場合 も あり 、 類 似 性 の 確認 に お いて は 既存 の 著作 
物 に 意図 せ ず 類似 し て し まう 可能 性 に 留意 する 必要 が ある と 考え られ ます 。 


依拠 性 W 

依拠 性 は 、(AI 生 成 物 の 依拠 性 の 判断 に お いて は ) 生 成 Al の 利用 者 の 認識 
に 関わ ら ず 、 生 成 Al の 開発 ・ 学 習 段 階 で 当該 閉 作物 が 学習 され て いれ ば 、 
通常 は 認め られ る こと に な り ま すま ※4。 一 方 、 一 定 の 技術 的 措置 が 講じ られ 
る こと な どの 事情 に より 、 学 習 用 デー タ に 含ま れる 著作 物 の 創作 的 表現 が 
利用 され て いな いと 法 的 に 評価 され る よう な 場合 は 、 依 拠 性 が な いと 判断 
され る こと も あり 得る と 考え られ ます 。 


著作 権 侵 害 の 要件 
著作 権 侵害 ? 


類似 性 
(他人 の 著作 物 と 同一 ・ 類 似 ) 


他人 の 著作 物 の 
「 表 現 上 の 本 質 的 な 特徴 」 を 
直接 感 得 で きる か ? 


類似 性 な し 
類似 性 あり 
依拠 性 


(他人 の 著作 物 に 依拠 ) 
既存 の 著作 物 に 接し て 、 
それ を 自己 の 作品 の 中 に 用 いて いる か ? 
(独自 創作 等 で な いか ) 


依拠 性 な し 
依拠 性 あり 


1 文化 店 「 令 和 5 年 度 著作 権 セ ミナ ー」(2023 年 5 月 ) の 資料 を も と に 経済 産業 省 が 作成 


※4 依拠 性 に 関す る 議論 に つい て は 、 考 え 方 p33-35 を ご 確認 くだ さい 。AI 利 用 者 が 侵害 対象 の 著作 物 等 を 認識 し て いな 
か っ た な どの 事情 に より 、 著 作 権 侵害 に つい て の 故意 又は 過失 が 認め られ な い 場 合 は 、 差 止 請求 の 対象 と は な り 得 ます 
が 、 刑 事 罰 や 損害 賠償 請求 の 対象 に は な り ま せん 。 


必 酒 吝 S 一 人 泽 片 


是 柚 马 frfrvN 一 
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3-3 留意 点 と 対応 東 


著作 物 の 利用 


生成 Al を 利用 し な い 従 来 の コン テン ツ 制 
作 と 同様 に 、AIl 生 成 物 ( や それ を 編集 ・ 加 
エエ し た も の ) を 利用 する 場合 は 、 他 人 の 既 
存 の 著作 物 と 同一 ・ 類 似 で な いか どう か 
を 、Web 検 索 や 好 逆 チェ ッ ク ツ ー ル な ど 
を 用 いて 確認 する こと は 、 必 須 と 考え られ 
ます 。 


その うえ で 、 生 成 Al を 利用 する こと で 著作 
権 侵 害 と な る こと を 避け る た め に 、 例 え 
ば 、 次 の よう な 対応 策 も 検討 し まし ょ う 。 


利用 する 生成 Al を 選択 する うえ で は 、 以 下 の よ うな 対応 策 を と る こと が 考え られ ます 。 


0 利用 を 考え て いる 生成 Al に よっ て 、 ど の よう な 


Al 生成 物 が 出力 され うる か を 検討 し まし ょ う 。 


& サー ビス の 仕様 や 利用 規約 な ど を 確認 
し 、 利 用 を 検討 し て いる 生成 Al の 学習 
デー タ の 内 容 や 、 知 的 財産 権 の 保護 の 
た め の フ ィ ル タリ ング な どの 措置 が と ら 
れ て いる か を 確認 する こと が 考え られ 
ます 。 


⑥ 生成 Al の 学習 用 デー タ で ある 閉 作 物 と の 関係 
で の 閉 作 権 侵 害 が 避け られ る 生成 Al を 利用 す 
る こと も 考え られ ます 。 


許諾 を 得る な ど し て 権利 処理 され た 閉 
作物 の デー タ や 著作 権 保護 期間 が 過 
ぎ た デ ー タ の み を 学習 し た 生成 Al を 
利用 する 。 


@ 既存 の 著作 物 と 同一 ・ 類 似 の 表現 が 出力 され 
な いよ うな 生成 Al を 利用 する こと も 考え られ 
ます 。 


許諾 を 得 て い な い 、 い わ ゆ る 特 化 型 の 
(特定 の 作者 ・ 作 品 の 学習 ・ 出 力 に 特 化 
し た ) 生成 Al の 利用 を 避け る こと が 考 
えら れ ま す 。 


選択 し た 生成 Al を 利用 する うえ で 、 プ ロン プ ト 入 力 段 階 で は 、 以 下 の よ うな 対応 策 を と る こ 
と が 考え られ ます 。 


得 他 人 の 著作 物 と 類似 ・ 同 一 と 考え られ る Al 生成 物 ( や それ 
を 編集 ・ 加 工 し た も の ) に つい て は 、 著 作 権 侵害 と な ら な 
よう し まし ょ う 。 
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⑥ 他人 の 特定 の 著作 物 と 類似 し た Al 生成 
物 が 出力 され る よう な プロ ンプ ト の 入力 
は 避け まし ょ う 。 


(の 他人 の 特定 の 著作 物 と 関連 づく 
よう な 内 容 の プロ ンプ ト を 入力 
し な いこ と が 考え られ ます 。 

また 、 画 像 な ど を プロ ンプ ト に 入 
力 す る 場合 は 、 他 人 の 著作 物 を 
入力 し な いこ と も 考え られ ます 。 


@ 自分 が 創作 し た 著作 物 に 基づい た Al 生 
成 物 が 出力 され る よう に する こと が 考え 
られ ます 。 


創作 し て 手描き し た ラフ 画 を 
読み 込ま せる な ど 、 自 分 が 著作 権 
を 有する 著作 物 を プロ ンプ ト と し 
て 入力 し た りす る こと が 考え られ 
ます 。 


@ 他 人 の 著作 物 と 類似 し た Al 生成 物 が 予 
想 外 に 出力 され な いよ うに する こと も 考 
えら れ ま す 。 


な 限り 具体 的 な プロ ンプ ト を 
入力 する こと が 考え られ ます 。 


利用 する こと 自体 を 避け る 


② そ の まま 利用 する 場合 は 、 著 作 権 者 か ら 許諾 を 


得 た 上 で 利用 する 


③ 他 人 の 著作 物 の 創作 的 表現 と 同一 ・ 類 似 の 部 分 
に つい て 、 類 似 し な いよ うに 作成 し 直し た うえ で 
利用 する 

な どの 対応 策 が 考え られ ます 。 
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3-3 留意 点 と 対応 東 


著作 物 の 利用 


テキ スト 生成 Al を 利用 し て 、 
scens コン セプト 、 設 定 ・ ス トー リー、 
シス テム な どの アイ デア 出し を 行う 


コン セプト 、 設 定 ・ ス トー リー、 ゲ ー ム シス テム な ど は 、 ア イデ ア に と ど ま 


り 著 作物 と し て は 保護 され な い 場 合 が 多い と 考え られ ます 。 し た が っ て 、 


生成 Al を 利用 し て ゲー ム の コン セプト な ど に つい て アイ デア 出し を 行う こ 
と それ 自体 は 、 既 存 の ゲー ム や アニ メ 、 広 告 の 設定 ・ ス トー リー な ど と の 


関 作 で は 、 著 作 権 侵 害 が 問題 と な る 可能 性 は 低い と 考え られ ます 。 


STORY 
CONCEPT 


SYSTEM 


④ 


生成 Al を 利用 し て 、 
プロ グラ ムコ ー ド を 作成 する 


生成 Al を 利用 し て 新た な プロ グラ ムコ ー ド を 作成 する と 、 既 存 の プロ グ 
ラム コー ド と 同一 ・ 類 似 の も の が 出力 され る 場合 も あり ます 。 そ の 場合 
は 、p32 ン 35 に 記載 の と お り 、 著 作 権 侵害 の 可能 性 に 留意 し 、 対 応 策 を 
検討 し まし ょ う 。 

プロ グラ ム が 著作 物 と し て 保護 され る か 否 か は 、 文 章 ・ 絵 画 ・ 音 楽 な ど と 
同様 に 、 表 現 の 創作 性 な どの 観点 か ら 個別 具体 的 に 判断 され ます 。 な 
お 、 プ ログ ラム 中 に は 、 そ の 技術 的 ・ 機 能 的 側面 か ら 、 創 作 性 が 否定 さ 
れ 著 作物 と し て は 保護 され な い 部 分 もち も あり 、 そ の よう な 部 分 に つい て 
は 、 仮 に 同一 ・ 類 似 で あっ て も 著作 権 侵害 と は な り ま せん 。 

また 、 生 成 Al を 利用 し て バグ の 自動 修正 を 行う 場合 に つい て も 、 上 記 と 
同様 に 、 著 作 権 侵 害 の 可能 性 に 留意 し 、 対 応 策 を 検討 すべ き 場合 が あり 
ます 。 


留意 点 と 対応 策 
= re 


生成 Al を 利用 し て 、 
2D 画 像 か ら 3D モ デル を 作成 する 


画像 生成 Al を 利用 し て 、 
アニ メー ショ ン の 中 割り を 作成 する 


Scene 


i また は 許諾 を 得る な ど 権 利 処 理 が 行わ れ た 自ら が 著作 権 を 有 し て いる 、 ま た は 許諾 を 得る な ど 権 利 処理 が 行わ れ た 
画像 か ら 3D モ デル を 生成 する 場合 は 、 著 作 権 侵害 の 可能 性 は 低い と 画像 を 用 いて 中 割り を 作成 する 場合 は 、 著 作 権 侵 害 の 可能 性 は 低い と 考 
の えら れ ま す 。 
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3-3 留意 点 と 対応 東 


著作 物 の 利用 


scene 画像 生成 Al を 利用 し て 、 線 画 へ の 彩色 や 仕上 げ を 行う 


線画 を 自ら 手描き する な ども と の 線画 自体 に 自ら 著作 権 を 有 し て いる 、 ま た は 許諾 を 得る な ど 権 利 処理 
が 行わ れ た と いう 前 提 で 、 画 像 生成 AI( カ ラー モデ ル ) に 指示 し た うえ で 彩色 や 仕上 げ を 行う 場合 は 、 
著作 権 侵害 の 可能 性 は 低い と 考え られ ます 。 


scene テキ スト 生成 Al を 利用 し て 、 広 告 コ ピー を 作成 する 


AI 生成 物 ( や それ を 編集 ・ 加 工 し た も の ) と し て の 広告 コピ ー が 、 他 者 の 既存 の 著作 物 に あたる 広告 コ 
ピー 等 と 同一 ・ 類 似 の 場合 に は 、 著 作 権 侵 害 の 可能 性 が あり 、 留 意 が 必要 で す 。 な お 、 広 告 コ ピー に は 
著作 物性 が 認め られ な い 場 合 も あり 、 そ の 場合 は 閉 作 権 侵害 の 問題 は 生じ ませ ん 。 


3-3 留意 点 と 対応 東 


5 と 43 
学習 用 デー タ 
“加工 
(著作 物 ) RR 
学習 用 デー タ 
( 非 著作 物 ) 


学習 用 デー タ 
(著作 物 ) 


学習 用 デー タ 
( 非 著作 物 ) 


生 閉 作物 を 生成 Al の 学習 用 デー タ と し て 利用 
する な ど 情 報 解析 の た め の 「 非 享受 目的 」 の 
著作 物 の 利用 行為 は 、 著 作 権 法 30 条 の 4 本 


下 柄 Srr マ ー ツ 骨 部 き ー ヶ ゅ 息 肝 


VIAN 


折 


へ 
の 


文 に より 、 原 則 と し て 許諾 不要 

た だ し 、「 享 受 目的 」 が 併存 する 場合 や 、 同 
条 た だ し 書 の 「 著 作 権 者 の 利益 を 不当 に 害 
する こと と な る 場合 」 は 例外 


葛 ・ 


滞 あ 


1 
@ 本 ペー ジ の 概要 ・ ま と め は 、 コ ン テ ン ツ 制 作 に お いて 生成 Al を 活用 する 際 の 、 著 作 権 に 関す る 主 な 留意 点 ・ 対 応 策 (p26 
38「① 著 作物 の 利用 」 に 記載 ) を まとめ た も の で す 。 


に ーー ター 


| @ コン テン ツ 制 作 に お いて は 、 さ ま ざ ま な 生成 Al の 活用 シー ン が 想定 され 、 ゆ え に 発 生 し 得る 留意 点 や 検討 すべ き 対 応 策 
⑨ 著 作 物 の 逢 | 用 | も 活用 シー ン ご と に 様々 想定 され る た め 、 留 意 点 ・ 対 応 策 は この 概要 ・ ま と め に 記載 され た も の に 限ら れ ま せん 。 


事前 学習 
学習 前 
モデ ル 
学習 用 
回 ク グラム 
追加 学習 
収集 ・ 加 工 学習 
Ra (パラ メー タ 調 整 ) 
追加 学習 用 


デー タ セ ッ ト 


追加 学習 用 
プロ グラ ム 
レノ 


著作 権 法 30 条 の 4 の 適用 を 受け る た め … 
で 「 非 享受 目的 」 の み に 利用 する 。 享 受 目 的 も 存在 する と 評価 され る よう な 、 意 図 的 に 学習 用 
デー タ に 含ま れる 著作 物 の 創作 的 表現 の 全部 また は 一 部 を 出力 させ る こと を 目的 と し た 学習 


の た め の 利 用 は 避け る 
@「 著 作 権 者 の 利益 を 不当 に 害する こと と な る 場合 」 に 該当 する よう な 著作 物 の 利用 は 避け る 


著作 権 法 30 条 の 4 の 適用 に よら な い 対 応 策 と し て … 
人 @ 学習 用 デー タ に は 、 自 ら が 著作 権 を 有 し て いる デー タ 、 著 作 権 者 か ら 許 諾 を 得る な ど 権 利 
処理 され た デー タ 、 著 作 権 保護 期間 が 過ぎ た デー タ を 利用 する 


1 
3-3 留 二 = 对 応 策 | 人 本 ペ ー ジ の 概要 ・ ま と め は 、 コ ン テ ン ツ 制 作 に お いて 生成 Al を 活用 する 隊 の 、 著 作 権 に 関す る 主 な 留意 上 対応 策 (p26 
ーー 38「① 著 作物 の 利用 」 に 記載 ) を まとめ た も の で す 。 
| 倫 コン テン ツ 制 作 に お いて は 、 さ ま ざ ま な 生成 Al の 活用 シー ン が 想定 され 、 ゆ え に 発 生 し 得る 留意 点 や 検討 すべ き 対 応 策 


一 一 一 
| 作 物 の 利 用 年 成 < 利 用 段階 | 活用 シー ン ご と に 様々 想定 され る た め 、 劉 意 点 ・ 対 応 策 は この 概要 ・ ま と め に 記載 され た も の に 限ら れ ませ ん 。 


和 


A 生成 物 の 
留意 点 利用 段 北 の 対応 策 《人 


プロ ンプ ト 入 力 時 に 著作 物 を 利用 し た 場合 に 、 著 作 権 侵害 の お それ は な いか 。 イイ TTPP 
AI 生成 物 ( や それ を 編集 ・ 加 工 し た も の ) を 生成 し た り 、 公 開 ・ 販 売 な ど し た 場合 に 、 Web 検 索 、 償 編 チ ェ ッ クツ ー ル な ど を 活用 
著作 権 侵 害 お どの お それ は な いか 。 な ど 
時 EE 
入力 ・ 指 示 の 
指示 入力 編集 ・ 加 工 (Al 生成 物 ) 
(著作 物 ) 
学習 済み モデ ル 329 ーーー ラシン イ TS 
と | 生成 物 | ~ 。  :， | (公開 ・ 販 売 な ど ) 
四 @ ® : 
入力 ・ 指 示 1 8 < 
eh 入力 " ‘ 


生成 AI の 選択 段階 の 对 应 東 「 プロ ンプ ト 入 力 段階 の 対 応 策 As oO 对应 策 


下 隔 Sr マー ツ 骨 部 き ー ヶ ゅ 各 肝 


どの よう な Al 生成 物 が 出力 され うる か を 検討 する た め 他人 の 著作 物 と 同一 ・ 類 似 の Al 生成 物 が 出力 | | 同一 類似 と 考え られ る 場合 
利用 規約 や 仕様 な ど を 確認 し 、 生 成 Al の 学習 デー タ の 内 | | され な いよ う … は … 
容 や 、 フ ィ ル タリ ング な どの 措置 の 有無 を 確認 他人 の 特定 の 著作 物 と 関連 付け る よう な プ 利用 を 避け る 、 権 利 者 の 許 
生成 Al の 学習 用 デー タ で ある 著作 物 と の 関係 で の 権利 侵害 ロン プ ト を 入力 し な い 、 他 人 の 著作 物 を 入 話 を 得る 
意 を 避け る た め 力 し な い 類似 し な いよ うに 作成 し 直 
点 る な ど 権 利 処理 され た / 権 利 保護 され て いな い 自ら 手描き し た ラフ 画 な ど 、 自 ら の 著作 物 し た うえ で 利用 する 。 
ー タ の み を 学習 し た 生成 Al を 利用 する SKY 


能 な 限り 具体 的 

他人 の 著作 物 と 同一 ・ 類 似 の Al 生 成 物 が 出力 され な いよ う ・ a bi 
許諾 を 得 て い な い 、 い わ ゆ る 特 化 型 の (特定 の 作者 ・ 作 品 | | ブロ ンプ ト 入 力 に 著作 物 を 利用 する 場合 は ・ 
の 学習 ・ 出 力 に 特 化し た ) 生成 Al の 利用 を 避け る な ど 《OO 对 应 策 韦 参照 な ど 


滞 あ 


留意 点 之 对 应 策 
= Oss 登録 商標 、 他 人 の 商品 等 表示 ・ 商 品 形態 の 利用 


! 開発 ・ 学 習 段 階 の Point 


万 
留意 点 >p43 


登録 意匠 ・ 登 録 商標 (また は それ ら と 類似 する 意匠 ・ 商 
標 ) や 他人 の 商品 等 表示 ・ 商 品 形 態 を 、 学 習 用 デー タ と し 
て 利用 する 行為 は 、 

と 考え られ ます 。 


泊 型 映 き YYー ツ 画 部 き ー 航 


避 叶 法 ・ 
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3-3 留意 点 と 対応 策 
9 登録 意匠 ・ 登 録 商 標 、 他 人 の 商品 等 表示 ・ 商 品 形態 の 利用 


! 生成 ・ 利 用 段階 の Point 


Al 生成 物 ( や それ を 編集 ・ 加 工 し て 制作 し た も の ) と し て の デザ イン や ロゴ が 、 
留意 点 >p44 
三 三 | 4 トブ ) LN が あり ます 。 
Al 生 成 物 (や それ を 編集 ・ 加 工 し て 制作 し た も の ) に 
が あり ます 。 


Al 生 成 物 (や それ を 編集 ・ 加 工 し た も の ) を 利用 する うえ で は 、 登 録 意 匠 ・ 


対応 策 >p45 記入 sj まさ < し まし ょ う 。 こ の 確認 は 必須 の 対応 策 と 考え られ ます 。 
その うえ で 、 意 匠 権 ・ 商 標 権 侵 害 と な る こと や 不正 競争 行為 に あたる こと を 避け る た め に 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 対応 策 も 

検討 し まし ょ う 。 
ee プロ ンプ ト 入 力 段階 | Al 生成 物 の 利用 段階 | 
どの よう な AI 生成 物 が 出力 され うる か を 検討 する た め 、 登録 意匠 ・ 登 録 商 標 な ど と 同 
加 ー・ 類 似 と 考え られ る 場合 に は 、 


ヾ ざ 過半 ら ー ゆ 知人 F 


吾 映 SYO マー 
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へ 
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=| 
の 


沙紀 革 ・ 


小 
W 


留意 点 と 対応 策 
Pa 匠 :登录 商标 、 


意匠 登録 ・ 商 標 
学習 用 デー タ と し て 利用 する 


登録 意匠 (また は それ と 類似 する 意匠 ) を 含む 画像 デー タ を 学習 用 
デー タ と し て 利用 する 行為 は 、「 意 匠 に 係る 画像 」 の 作成 や 使用 等 に 
は あたら な い ( 意 匠 法 2 条 2 項 の 「 実 施 」 に あたら な い ) た め 、 意 匠 権 
の 効力 が 及ぶ 行為 で は な く 、 意 匠 権 の 侵害 に は あたら な いと 考え ら 
れ ま す ※5。 


Scene 


登録 商標 (また は それ と 類似 する 商標 ) を 含む 画像 デー タ を 学習 用 
デー タ と し て 利用 する 行為 は 、 登 録 商標 の 指定 商品 ・ 役 務 に つい て の 


使用 で は な いた め 、 商 標 権 の 効力 が 及ぶ 行為 で は な く 、 商 標 権 の 侵害 


に は あたら な いと 考え られ ます ※6。 


※5 生成 Al と 意匠 法 ( 意 匠 権 ) と の 関係 に つい て は 、 中 間 と り ま と め p24-26 な ど を ご 確認 くだ さい 。 
※6 生成 Al と 商標 法 (商標 権 ) と の 関係 に つい て は 、 中 間 と り ま と め p26-27 な ど を ご 確認 くだ さい 。 


他人 の 商品 等 表示 ・ 


団 登 録 さ れ た デザ イン や ロゴ の デー 


商品 形態 の 利用 


タ を イン ター ネッ ト 上 で 集め 、 


また 、 他 人 の 商品 等 表示 (商号 や 商品 の 容器 ・ 包 装 な ど 商 品 又 は 営業 を 表示 す 
る も の ) を 学習 用 デー タ と し て 利用 する 行為 は 、 周 知 な 商品 等 表示 に つい て 
「 混 同 」 を 生じ させ る 行為 で は な く 、 ま た 、 著 名 な 商品 等 表示 を 自己 の 商品 ・ 営 
業 の 表示 と し て 使用 する 行為 と も いえ な いた め 、 不 正 競 争 行 為 ( 不 正 競 争 防止 
法 2 条 1 項 1 号 ・ 同 2 号 ) に は あたら な いと 考え られ ます 7。 


他人 の 商品 形態 (商品 の 形状 や 模様 ・ 色 彩 ・ 質 感 な ど ) を 学習 用 デー タ と し て 
利用 する 行為 は 、 形 態 を 模 信 し た 商品 の 譲渡 等 に 該当 せ ず 、「 使 用 」 は 規制 の 
対象 外 で ある た め 、 不 正 競 争 行為 (不正 競争 防止 法 2 条 1 項 3 号 ) に は あたら な 
いと 考え られ ます ※9。 


※7 生成 Al と 不正 競争 防止 法 に お ける 商品 等 表示 規制 と の 関係 に つい て は 、 中 間 と り ま と め p28-29 を 、 そ の 他 商 品 等 表示 規制 に つい て は 不正 競争 防止 法 テ キス ト p13-18 な ど を ご 確認 くだ さい 。 
※8 生成 Al と 不正 競争 防止 法 に お ける 商品 形態 模 信 品 提供 規制 と の 関係 に つい て は 、 中 間 と り ま と め p29-30 を 、 そ の 他 商 品 形態 模 條 品 提供 規制 に つい て は 不正 競争 防止 法 テ キス ト p19-20 な ど を ご 確認 くだ さい 。 


ざ 骨 部 き ー ゥ > 品 肛 
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= 
の 


浦 時 飼 ・ 


小 
小 


留意 点 と 対応 策 
で 意匠 ・ 登 録 商標 、 


Scene 


Se IGG 
編集 し た デザ イン や ロゴ を 利用 する 場合 を 含み ます 。) 、 登 録 意 丘 ・ 
録 商標 と 同一 ・ 類 似 の 場合 は 意匠 権 ・ 寺内 
あり ます 。 


登録 意匠 ・ 登 録 商標 と 同一 ・ 類 似 か 否 か な ど 、 意 匠 権 ・ 商 標 権 侵 害 の 
件 は 、 生 成 Al を 利用 し な い 場 合 と それ ぞ れ 同様 に 判断 され ます ※9。 


な お 、 意 匠 権 ・ 商 標 権 侵害 の 成立 要件 と し て 、 い わ ゆ る 「 依 拠 性 」 は 不 
要 で す ( こ の 点 は 閉 作 権 侵害 の 成立 要件 と 異な り ま す 。) 。 


他人 の 商品 等 表示 ・ 


商品 形態 の 利用 


画像 生成 AI を 利用 し て 、 デ ザイ ン や ロゴ を 生成 し 、 
商品 の デザ イン や ロゴ と し て 利用 する 


AI 生成 物 に 他人 の 商品 等 表示 (商号 や 商品 の 容器 ・ 包 装 な ど 商 品 又は 営業 を 
表示 する も の ) が 含ま れ 、 そ れ を 利用 する 行為 に つい て は 、 依 拠 性 の 要件 は 不 
要 で あり 、 類 似 性 の 判断 に つい て Al 特有 の 考慮 要素 は 想定 し が た いた め 、 不 正 
競争 行為 (不正 競争 防止 法 2 打 1 項 1 号 ・ 同 2 号 ) に あたる か 否 か は 、 生 成 Al を 
利用 し な い 場 合 と 同様 に 判断 され ます %10。 


Al 生成 物 に 他人 の 商品 の 形態 (商品 の 形状 や 模様 ・ 色 彩 ・ 質 感 な ど ) が 含ま 
れ 、 そ れ を 利用 する 行為 に つい て は 、 実 質 的 同一 の 形態 の 商品 と いえ る か どう 
か の 判断 に お いて 、Al 特 有 の 考慮 要素 は 想定 し が た く 、 不 正 競 争 行 為 (不正 競 
争 防 止 法 2 条 1 項 3 号 ) に あたる か 否 か は 、 生 成 Al を 利用 し な い 場 合 と 同様 に 
判断 され ます ※1。 た だ し 、 依 拠 性 に つい て は 、 著 作 権 法 に お ける 考え 方 を 応用 
で きる 面 も 多い と も 考え られ ます 。 


※9 類似 性 の 判断 要素 に つい て は 、 中 間 と り ま と め p25、p27 な ど を ご 確認 くだ さい 。 そ の 他 、 生 成 Al と 意匠 法 (意匠 権 ) .商标 法 (商標 権 ) と の 関係 に つい て は 、 中 間 と り ま と め p24-27 な ど を ご 確認 くだ さい 。 
※10 生成 Al と 不正 競争 防止 法 に お ける 商品 等 表示 規制 と の 関 作 に つい て は 、 中 間 と り ま と め p28-29 を 、 そ の 他 商 品 等 表示 規制 に つい て は 不正 競争 防止 法 テ キス ト p13-18 な ど を ご 確認 くだ さい 。 
※11 商品 形態 模 信 品 提供 規制 に 係る 不正 競争 行為 に つい て は 、 い わ ゆ る 「 依 拠 性 」 の 要件 が 必要 で す 。 生 成 Al と 不正 競争 防止 法 に お ける 商品 形態 模 信 品 提供 規制 と の 関係 に つい て は 、 中 間 と り ま と め p29-30 を 、 そ の 他 商 品 形態 模 信 品 提供 規制 に つい て は 不正 競争 防 


止 法 テキ スト p19-20 な ど を ご 確認 くだ さい 。 
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と 対応 本 


生成 Al を 利用 し な い 従 来 の コン テン ツ 制 
作 と 同様 に 、AIl 生 成 物 (や それ を 編集 ・ 加 工 
し た も の ) を 利用 する うえ で は 、 登 録 意匠 ・ 
登録 商標 な ど と 同一 ・ 類 似 で な いか どう か 
を 、Web 検 索 な ど に より 確認 し まし ょ う 。 
この 確認 は 必須 の 対応 策 と 考え られ ます 。 


その うえ で 、 意 匠 権 ・ 商 標 権 侵 害 と な る こと 
や 不正 競争 行為 に あたる こと を 避け る た め 
に 、 例 えば 、 次 の よう な 対応 策 も 検討 し ま 
し ょ う 。 


匠 ・ 登 録 商 標 、 他 人 の 商品 等 表示 ・ 商 品 


0 利用 する 生成 Al を 選択 する うえ で は 、 そ の 
生成 Al に よっ て 、 ど の よう な AI 生成 物 が 出 
力 さ れ う る か を 検討 し まし ょ う 。 


(さり ) サー ビス の 革 様 や 利用 部 約 な どき 
確認 し 、 利 用 を 検討 し て いる 生成 Al 
の 学習 デー タ の 内 容 や 、 知 的 財産 権 
の 保護 の た め の フ ィ ル タリ ング な ど 
の 措置 が と られ て いる か を 確認 する 
こと が 考え られ ます 。 


⑥ 登録 意匠 ・ 登 録 商標 な ど と 同一 ・ 類 似 の も 
の が 出力 され な いよ うな 生成 Al を 利用 する 
こと も 考え られ ます 。 


許諾 を 得 て い な い 、 い わ ゆ る 特 化 型 
の (特定 の 登録 意匠 ・ 登 録 商標 な ど 
の 学習 ・ 出 力 に 特 化 し た ) 生成 Al の 
利用 を 避け る こと が 考え られ ます 。 


用 態 の 利用 


呈 登録 意匠 ・ 登 録 商標 な ど と 同一 ・ 類 似 の デザ 
イン ・ ロ ゴ な ど が 生成 され る よう な 内 容 の プ 
ロン プ ト 入 力 を 避け る こと が 考え られ ます 。 


(@) 特定 の 登録 意匠 ・ 登 録 商標 な ど と 関 
連 す る よう な 内 容 の プロ ンプ ト を 入 
力 し な いこ と が 考え られ ます 。 


重 同 一 ・ 類 似 と 考え られ る Al 生成 物 ( や それ を 
編集 ・ 加 工 し た も の ) に つい て は 、 
① 利 用 する こと 自体 を 避け る 、 
② 権 利 者 な どか ら 許 諾 を 得 た 上 で 利用 する 、 
③ 類 似 し な いよ うに 作成 し 直し た うえ で 利用 
する 、 
な どの 対応 策 が 考え られ ます 。 
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3-3 留意 点 と 対応 東 


d 人 の 肖像 の 利用 


『 生 成 ・ 利 用 段階 の Point 


生成 Al を 用 いて 生成 し た 、 


ク に ON LW 


また 、 生 成 Al を 用 いて 生成 し た 、 


広告 


人 物 の 肖像 (や それ を 編集 ・ 加 工 し て 制作 し た も の ) を 利用 する 行為 は 、 従 来 の 判例 ・ 裁 判例 か ら 


が あり ます 。 


は 、 従 来 の 判例 ・ 裁 判例 か ら す る と 、 が あり ます 。 


对 底 策 > p48 議 に を 劉 入 た 


顧客 吸引 力 を 有する 人 物 の 肖像 (や それ を 編集 ・ 加 工 し て 制作 し た も の ) を 利用 する 行為 


AI 生成 物 ( や それ を 編集 ・ 加 工 し た も の ) と し て の 人 の 肖像 を 利用 す 


し まし ょ う 。 ま た 、 顧 客 吸引 力 を 有する 人 物 の 肖像 と の 同一 性 が ある 場合 は 、 


し まし ょ う 。 こ れ ら の 確認 ・ 検 討 は 必須 の 対応 策 と 考え られ ます 。 
その うえ で 、 肖 像 権 : パ ブリ シテ ィ 権 侵害 と な る こと を 避け る た め に 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 対応 策 も 検討 し まし ょ う 。 


利用 する 生成 Al の 選択 段階 


プロ ンプ ト 入 力 段 階 


どの よう な AI 生成 物 が 出力 され うる か を 検討 する た め 、 
加 


し た うえ で 、 


Al 生 成 物 の 利用 段階 


肖像 権 ・ パ ブリ シテ ィ 権 侵害 の 
可能 性 が ある 場合 は 、 


= re 


人 物 の 肖像 デー タ を 生成 する 画像 生成 Al を 利用 し て 、 
広告 素材 と し て 利用 する 


必 洒 新 S 一 > 娃 片 


由 机 马 frfrvN 一 


中 


へ 
= 
= 
の 


浦 時 飼 ・ 


小 
本 


留意 点 と 対応 策 


Scene 


ある 人 物 の 肖像 デー タ を 生成 し 、 


生成 AI を 用 いて 生成 し た 人 物 の 肖像 を 許諾 な く 利用 する 行為 は 、 従 来 の 判 
例 ・ 裁 判例 か ら す れ ば 、 同 定 可 能 性 (特定 の 人 の 肖像 と の 同一 性 ) が 認め 
れ 、 か つ 、 NN 
度 を 超え る 場合 は 、 肖 像 権 の 侵害 に あたる 可能 性 が あり ます ※12※m3。 


な お 、 判 例 (最高 裁 平 成 17 年 11 月 10 日 民 集 59 巻 9 号 2428 頁 〔 法 延 内 撮影 
事件 判決 ]) 性 .肖像 椎 侵害 AAS 「 被 报 景 i 
的 地位 、 撮 影 さ れ た 被 撮影 者 の 活動 内 容 、 撮 影 の 場所 、 撮 影 の 目的 、 

態様 、 撮 影 の 必要 性 等 を $ 台 考慮 し て 、 RE 
が 社会 生活 上 受 妨 の 限度 を 超え る も の と いえ る か どう か を 判断 し て 決 す べ 
き で ある 。」 と 示し て いま す 14。 


| また 、 各 考慮 要素 に つい て は 、 デ ジタル アー カイ ブ 学 会 「 肖 像 権 ガ が イド ライ ン 」(2023 年 4 月 補 訂 版 ) に お いて も 分 析 ・ 紹 介 | 
| され て お り 、 肖 像 が 含ま れる Al 生成 物 の 公開 に 関し て も 、 参 考 に な り ま す 。 | 


※12 人 因 半 還 間 還 馬 陣 瞳 に お いて 、 人 物 の 肖像 デー タ を 学習 用 デー タ と し て 利用 する 場合 に 、 肖 像 権 の 侵害 に あたる か 否 か は 、 判 
例 ・ 裁 判例 が 示す 考慮 要素 に 基づい て 判断 する こと に な る と 考え られ ます 。 

※13 人 の 肖像 の 利用 と の 関係 で 主 に 問題 と な る 肖像 権 : パ ブリ シ ティ 権 の 概要 や 、 生 成 Al と の 関係 に お ける 考え 方 に つい て は 、 
中 間 と り ま と め p33-34 を ご 参照 くだ さい 。 


また 、 生 成 Al を 用 いて 生成 し た 顧客 吸引 力 を 有する 人 物 ( 閉 名 人 ・ 有 名 人 な 
ど ) の 肖像 を 許諾 な く 利 用 する 行為 は 、 従 来 の 判例 ・ 裁 判例 か ら す れ ば 、 同 
可能 性 (特定 の 顧客 吸引 力 を 有する 人 の 肖像 と の 同一 性 ) が 認め られ 、 
「 専 ら 肖像 等 の 有する 顧客 吸引 カカ の 利用 を 目的 と する と いえ る 場合 」 に は 、 

パブ リ シ テ ィ 権 の 侵害 に あたる 可能 性 が あり ます %15。 


判例 ( 最 判 平成 24 年 2 月 2 日 民 集 66 巻 2 号 89 真 【 ピ ンク ・ レ ディ ー 事 件 判 
決 ]) は 、「 専 ら 肖 像 等 の 有する 顧客 吸引 力 の 利用 を 目的 と する と いえ る 場 
合 」 の 具体 例 と し て 、 

① 肖 像 等 それ 自体 を 独立 し て 鑑賞 の 対象 と な る 商品 等 と し て 使用 し 、 

② 商 品 等 の 差別 化 を 図る 目的 で 肖像 等 を 商品 等 に 付 し 、 

③ 肖 像 等 を 商品 等 の 広告 と し て 使用 する な どの 場合 、 

を 挙げ て いま す 。 


※14 た だ し 、 本 判示 は 、 写 真 週 刊 誌 の カメ ラマ ン が 刑事 事件 の 法廷 に お いて 被疑 者 の 容 ぼ ぽう な ど を 撮影 し た 写真 の 撮影 ・ 記 
事 へ の 掲載 な ど に つい て 肖像 権 侵害 の 成否 が 問題 と な っ た 事例 に お いて 、「 あ る 者 の 容 ぼう 等 を その 承諾 な く 撮影 する 
こと が 不法 行為 法 上 違法 と な る か どう か 」 の 判断 基準 と し て 示さ れ た も の で ある こと に 留意 し て くだ さい 。 

※15 人 開 界 還 間 間 本隊 旧 に お いて 、 パ ブリ シテ ィ 権 侵害 に あたる か 否 か は 、 判 例 ・ 裁 判例 が 示す 判断 枠組 み に 基づい て 判断 する 
こと に な る と 考え られ ます 。 
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3-3 留意 点 と 対応 東 


d 人 の 肖像 の 利用 


生成 Al を 利用 し な い 従 来 の コン テン ツ 制 作 
と 同様 に 、AIl 生 成 物 ( や それ を 編集 ・ 加 工 し 
た も の ) と し て の 人 の 肖像 を 利用 する うえ で 
は 、 特 定 の 人 物 の 肖像 と の 同一 性 (同定 可能 
性 ) を Web 検 索 な ど に より 確認 し まし ょ う 。 
同定 可能 性 が ある と 考え られ る 場合 は 、 肖 像 
権 侵 害 と な ら な いか を 、 判 例 ・ 裁 判例 が 示し 
て いる 考慮 要素 を 踏ま えて 検討 し まし ょ う 。 
また 、 顧 客 吸引 力 を 有する 人 物 の 肖像 と の 同 
ーー 性 が ある と 考え られ る 場合 は 、 パ プリ シ 
ティ 権 侵害 と な ら な いか を 判例 ・ 裁 判例 の 
判断 基準 を も と に 検討 し まし ょ う 。 

これ ら の 確認 ・ 検 討 は 、 必 須 の 対応 策 と 考え 
られ ます 。 


その うえ で 、 和 肖像 権 ・ パ ブリ シテ ィ 権 侵害 と 
な る こと を 避け る た め に 、 例 えば 、 次 の よう な 
対応 策 も 検討 し まし ょ う 。 


⑥ 利用 する 生成 Al を 選択 する うえ で は 、 そ 
の 生成 Al に よっ て 、 ど の よう な AI 生成 物 
が 出力 され うる か を 検討 し まし ょ う 。 


(の サー ビス の 仕様 や 利用 規約 な ど を 確 
認 し 、 利 用 を 検討 し て いる 生成 Al の 
学習 デー タ の 内 容 や 、 知 的 財産 権 の 
保護 の た め の フ ィ ル タリ ング な どの 
音 置 が と られ て いる か を 確認 する こ 
と が 考え られ ます 。 


@ 特定 の 人 物 の 肖像 と 同一 類似 の 肖像 が 
出力 され な いよ うな 生成 Al を 利用 する こ 
と も 考え られ ます 。 


許諾 を 得 て い な い 、 い わ ゆ る 特 化 型 
の (特定 の 人 物 の 肖像 の 学習 ・ 出 力 
に 特 化し た ) 生成 Al の 利用 を 避け る 
こと が 考え られ ます 。 


⑥ 特定 の 人 物 の 肖像 と 同一 ・ 類 似 の 肖像 が 生成 され る 
よう な 内 容 の プロ ンプ ト の 入力 を 人 避け る こと が 考え 
られ ます 。 


(の 特定 の 人 物 と 関連 する よう な 内 容 の プロ ンプ 
ト を 入力 し な い 、 特 定 の 人 物 の 肖像 を 含む 
デー タ 自 体 を プロ ンプ ト と し て 入力 し な いこ 
と が 考え られ ます 。 


@ 肖像 権 :・ パ ブリ シテ ィ 権 侵害 の 可能 性 が ある 場合 は 、 

① 利 用 する こと 自体 を 避け る 、 

② 本 人 な どの 権利 者 な どか ら 許 諾 を 得 た 上 で 利用 
する 、 

③ 同 定 可能 性 が な いよ うに 、 又 は 肖像 権 ・ パ ブリ シ 
ティ 権 の 侵害 が な いよ うに 作成 し 直し た うえ で 利 
用 する 、 

な どの 対応 策 が 考え られ ます 。 
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3-3 留意 点 と 対応 策 
6 人 の 声 の 利用 


! 生成 ・ 利 用 段階 の Point 


5 EE 生成 AI を 用 いて 生成 し た 、 顧 客 吸引 力 を 有する 人 の 声 を 許諾 な く 利 用 する 行為 は 、 従 来 の 判例 ・ 裁 判例 か ら 
由 居民 >P50 詳 学 9 が あり ます 


Al 生成 物 ( や それ を 編集 ・ 加 工 し た も の ) と し て の 顧客 吸引 力 を 有 
ー た と 
PO 凍 が 生計 する 人 の 声 を 利用 する うえ で は 、 し た うえ で 、 同 一 性 が ある 場合 は 、 
し まし ょ う 。 こ れ ら の 確認 ・ 検 討 は 必須 の 対応 策 と 考え られ ます 。 
その うえ で 、 パ ブリ シテ ィ 権 侵害 と な る こと を 避け る た め に 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 対応 策 も 検討 し まし ょ う 。 


利用 する 生成 Al の 選択 段階 プロ ンプ ト 入 力 段 昌 Al 生成 物 の 利用 段階 


どの よう な Al 生成 物 が 出力 され うる か を 検討 する た め 、 パブ リ シ テ ィ 権 侵害 の 可能 性 が 
し 、 ある 場合 は 、 
する 
こと が 
考え られ ます 。 
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3-3 留意 点 と 対応 策 
6 人 の 声 の 利用 


Scene 


生成 Al を 用 いて 生成 し た 顧客 吸引 力 を 有する 人 
(著名 人 ・ 有 名 人 な ど ) の 声 を 許諾 な く 利 用 する 行 
為 は 、 従 来 の 判例 ・ 裁 判例 か ら す れ ば 、 同 定 可能 性 
(特定 の 顧客 吸引 カカ を 有する 人 の 声 と の 同一 性 ) が 
認め られ 、「 専 ら 肖 像 等 の 有する 顧客 吸引 力 の 利用 
を 目的 と する と いえ る 場合 」 に は 、 パ ブリ シテ ィ 権 
の 侵害 に あたる 可能 性 が あり ます ※16※17。 


人 の 音声 デー タ を 生成 する 音声 生成 Al を 利用 し て 、 
ある 著名 人 の 音声 デー タ を 生成 し 、 キ ャ ラク ター ボイス に 利用 する 


判例 ( 最 判 平成 24 年 2 月 2 日 民 集 66 巻 2 号 89 頁 【 ピ ンク ・ レ ディ ー 事 件 
判決 ]) は 、「 専 ら 肖像 等 の 有する 顧客 吸引 力 の 利用 を 目的 と する と いえ 
る 場合 」 の 具体 例 と し て 、 

① 肖 像 等 それ 自体 を 独立 し て 鑑賞 の 対象 と な る 商品 等 と し て 使用 し 、 
② 商 品 等 の 差別 化 を 図る 目的 で 肖像 等 を 商品 等 に 付 し 、 

③ 肖 像 等 を 商品 等 の 広告 と し て 使用 する な どの 場合 、 

を 挙げ て いま す 。 


※16 人 の 声 の 利用 と の 関係 で 主 に 問題 と な る パブ リ シ テ ィ 権 の 概要 や 、 生 成 Al と の 関係 に お ける 考え 方 に つい て は 、 中 間 と り ま と め p33-34 を ご 参照 くだ さい 。 ま た 、 人 の 声 は 、 パ ブリ シテ ィ 権 以外 に も 、 他 の 知 的 財産 法 な ど に よっ て 
保護 され た り 、 利 用 に つい て 規制 が 及ぶ 可能 性 が あり 、 そ れ ら の 観点 を 含む 「 声 の 保護 」 に つい て は 、 中 間 と り ま と め p55-57 を ご 参照 くだ さい 。 
※17 人 開 生還 呈 間 馬 暗 卓 に お いて 、 顧 客 吸引 力 を 有する 人 の 声 を 学習 用 デー タ と し て 利用 する 場合 に 、 パ ブリ シテ ィ 権 侵害 に あたる か 呑 か は 、 判 例 ・ 裁 判例 が 示す 判断 枠組 み に 基 づい て 判断 する こと に な る と 考え られ ます 。 


ぺ 衣 問 ③Sー> ゅ 串 肝 


難 映 SYO ペ マー 


9 


IT 


~ 
ン | * 2 
7 


ヒン 
ビ 


| 


3-3 留意 点 之 对 应 策 


6 人 の 声 の 利用 


生成 Al を 利用 し な い 従 来 の コン テン ツ 制 
作 と 同様 に 、AI 生 成 物 ( や それ を 編集 ・ 加 
工 し た も の ) と し て の 人 の 声 を 利用 する うえ 
で は 、 顧 客 吸引 力 を 有する 特定 の 人 (著名 
人 ・ 有 名 人 な ど ) の 声 と の 同一 性 (同定 可 
能 性 ) を 適宜 の 方 法 に より 確認 し まし ょ 
う 。 同定 可能 性 が ある と 考え られ る 場合 
は 、 パ ブリ シテ ィ 権 侵害 と な ら な いか を 判 
例 ・ 裁 判例 の 判断 枠組 み を も と に 検討 し ま 
し よう 。 

これ ら の 確認 ・ 検 討 は 必須 の 対応 策 と 考え 
られ ます 。 


その うえ で 、 パ ブリ シテ ィ 権 侵害 と な る こ 
と を 避け る た め に 、 例 えば 、 次 の よう な 対 
応 策 も 検討 し まし ょ う 。 


重利 用 する 生成 Al を 選択 する うえ で は 、 そ の 
生成 Al に よっ て 、 ど の よう な Al 生成 物 が 出 
力 さ れ う る か を 検討 し まし ょ う 。 


() サー ビス の 仕様 や 利用 規約 な ど を 
確認 し 、 利 用 を 検討 し て いる 生成 Al 
の 学習 デー タ の 内 容 や 、 知 的 財産 
権 の 保護 の た め の フ ィ ル タリ ング な 
どの 措置 が と られ て いる か を 確認 
る こと が 考え られ ます 。 


介 特定 の 人 物 の 声 と 同一 ・ 類 似 の 声 が 出力 さ 
れ な いよ うな 生成 Al を 利用 する こと も 考え 
られ ます 。 


許諾 を 得 て い な い 、 い わ ゆ る 特 化 型 
の (特定 の 人 物 の 声 の 学習 ・ 出 力 に 
特 化 し た ) 生成 Al の 利用 を 避け る こ 
と が 考え られ ます 。 


介 特定 の 人 物 の 声 と 同一 ・ 類 似 の 声 が 生成 され る 
よう な 内 容 の プロ ンプ ト の 入力 を 避け る こと が 
考え られ ます 。 


®) 特定 の 人 物 と 関連 する よう な 内 容 の プロ 
ンプ ト を 入力 し な い 、 特 定 の 人 物 の 声 を 
含む デー タ 自 体 を プロ ンプ ト と し て 入力 
し な いこ と が 考え られ ます 。 


@ パブ リ シ テ ィ 権 侵害 と な る 可能 性 が ある 場合 は 、 

① そ も そ も 利 用 する こと 自体 を 避け る 、 

② 本 人 な どの 権利 者 な どか ら 許 諾 を 得 た 上 で 利 
用 する 、 

③ 同 定 可能 性 が な いよ うに 、 又 は パブ リ シ テ ィ 権 
の 侵害 が な いよ うに 作成 し 直し た うえ で 利用 す 
る 、 

な どの 対応 策 が 考え られ ます 。 
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3-3 留意 点 之 对 应 策 


mm 共通 の 留意 点 ・ 対 応 策 


デー タ 提 供 者 と の 契約 関係 


デー タ 提 供 者 と の 契約 ・ 利 用 規約 に お いて 、 提 供 さ れる デー タ を 生成 Al へ 他人 の 営業 秘密 や 限定 提供 デー タ を 生成 Al の 学習 用 デー タ と し て 収集 ・ 利 用 
の 学習 用 デー タ と し て 利用 する こと が 制限 され て いる 場合 が あり ます 。 する 行為 が 、 不 正 競 争 行為 (不正 競争 防止 法 2 条 1 項 4 号 ご 10 号 ・11 号 て 16 号 ) 
許諾 な く 学 習 デ ー タ と し て 用 いる と 契約 ・ 利 用 規約 違反 と な る 可能 性 が ある に あたる か どう か は 、 一 般 的 な 不正 競争 行為 の 判断 と 同様 に な る と 考え られ 
た め 、 契 約 ・ 利 用 規約 を 確認 し 、 デ ー タ の 利用 制限 の 有無 や 内 容 を チェ ッ ク ます ※18。 

し まし ょ う 。 


営業 秘密 や 限定 提供 デー タ を 学習 用 プロ グラ ム に 入力 する 場合 に は 、 入 力 に よ 
り 秘密 管理 性 や 限定 提供 性 な ど を 喪失 する こと が な いよ うに 留意 が 必要 で す 。 


個人 情報 の 取得 ・ 利 用 


開発 ・ 学 習 段 階 で 個人 情報 を 取得 ・ 利 用 する 場合 は 、 個 人 情報 保護 法 な ど 個 
人 情報 に 関す る 規律 に つい て も 留意 する 必要 が あり ます 19。 


※18 生成 Al と 営業 秘密 ・ 限 定 提供 デー タ 規 制 と の 関係 に つい て は 中 間 と り ま と め p31-32、 そ の 他 要 件 な ど に つい て は 不正 競争 防止 法 テ キス ト p21-37 な ど を ご 確認 くだ さい 。 
※19 詳細 は 、 個 人 情報 保護 委員 会 「Open Al に 対す る 注意 喚起 の 概要 」(2023 年 6 月 2 日 ) や 「 生 成 AI サ ービス の 利用 に 関す る 注意 喚起 等 」(2023 年 6 月 2 日 ) な ど を ご 確認 くだ さい 。 
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生成 AI サー ビス の 利用 規約 の 確認 


生成 AI サー ビス の 中 に は 、 利 用 の 目的 ・ 用 途 な ど が 制限 され て いる 場合 が あ 
り ま す 。 主 に は 以下 の よう な 観点 か ら 、 利 用 する 生成 Al の 利用 規約 を 確認 す 
る こと が 必要 で す 。 
① 商 用 利用 の 可否 、 知 的 財産 権 の 帰属 と 利用 条件 、 生 成 Al 利用 の 表示 義務 
② デ ー タ の 学習 利用 の 可否 、 秘 密 保 持 義務 、 プ ライ バシ ー ポ リ シ ー 

禁止 事項 、 違 反 時 の 措置 、 免 責 事項 、 補 償 規 定 、 準 拠 法 


誤 情 報 や ハル シネ ーション が 


生成 され る 可能 性 


生成 Al の 原理 は 、 テ キス ト 生 成 Al に つい て いえ ば 、「 あ る 単語 の 次 に 用 いら 
れる 可能 性 が 確率 的 に 最も 高い 単語 」 を 出力 する こと で 、 も っ と も らし い 文 
章 を 作成 する も の で あり 、 誤 っ た 情報 が 生成 され る 可能 性 が あり ます 。Al 生 
成 物 の 内 容 に つい て は 、 そ の 正確 性 や 根拠 ・ 裏 付け を 確認 する よう に し て く 
だ さい 。 


※20 詳細 は 、 個 人 情報 保護 委員 会 「 生 成 AI サー ビス の 利用 に 関す る 注意 喚起 等 」(2023 年 6 月 2 日 ) な ど を ご 確認 くだ さい 。 


プロ ンプ ト へ の 個人 情報 の 入力 や 
出力 され た 個人 情報 の 利用 ※29 


プロ ンプ ト へ の 個人 情報 の 入力 や 出力 され た 個人 情報 の 利用 に つい て は 、 個 人 
情報 保護 法 な ど 個人 情報 に 関す る 規律 に つい て も 留意 する 必要 が あり ます 。 
また 、 生 成 Al の 特性 か ら 、 個 人 情報 を 含ん だ Al 生成 物 の 内 容 は 不正 確 で ある 
可能 性 が ある た め 、 情 報 の 正確 性 に つい て は 十分 に 確認 する 必要 が あり ます 。 


業 秘密 ・ 限 定 提供 デー タ の 利用 


学習 済み モデ ル や AI 生成 物 に 他人 の 営業 秘密 や 限定 提供 デー タ が 含ま れ て 
いる 場合 、 そ の 使用 ・ 開 示 は 、 も と の 営業 秘密 や 限定 提供 デー タ の 使用 ・ 開 示 
に 該当 する と 考え られ ます ※31。 

営業 秘密 や 限定 提供 デー タ を 生成 Al に 入力 する 場合 に は 、 入 力 に よっ て 秘密 
管理 性 や 限定 提供 性 を 喪失 する こと が な いよ うに 留意 が 必要 で す 。 生 成 Al の 
利用 態様 に よっ て 個別 具体 的 に 判断 され ます が 、 例 えば 、 秘 密 保 持 義務 を 負 
わな い 事 業者 の 提供 する 外部 の 生成 AI サー ビス に 営業 秘密 を 入力 する 場合 
に は 保護 の 対象 外 と な る 可能 性 が あり ます 。 


※21 生成 Al と 営業 秘密 ・ 限 定 提供 デー タ 規 制 と の 関係 に つい て は 中 間 と り ま と め p31-32、 そ の 他 要 件 な ど に つい て は 不正 競争 防止 法 テ キス ト p21-37 な ど を ご 確認 くだ さい 。 
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AI 生成 物 は 著作 権 法 な ど で 保護 され る か (著作 物 に あたる か な ど ) 


制作 物 の 全部 また は 一 部 に AI 生成 物 を 含む 場合 、 制 作物 が 
発注 元 に 納品 する 成果 物 と し て 契約 内 容 に 適合 し て いる か 吾 
か と いう 観点 か ら 、 そ の 制作 物 が 著作 権 法 で 保護 され る 閉 
作物 に あたる か (= 閉 作 物性 を 有する か ) な ど に 留意 すべ き 
場合 が あり ます 。 


また 、 制 作物 の 全部 また は 一 部 に Al 生成 物 を 含む 場合 、 公 開 ・ 
販売 され た 制作 物 を 第 三 者 が 利用 する 場面 な ど で も 、 著 作 権 者 
の 許諾 が 必要 か 否 か を 判断 する に あたり 、 そ の 制作 物 が 著作 物 
性 を 有する か な ど に 留意 すべ き 場 合 が あり ます 。 


※22 Al 生成 物 の 著作 物性 の 考え 方 に つい て は 、 考 え 方 p39-40 を ご 確認 くだ さい 。 


Al 生成 物 が 著作 権 法 で 保護 され る 著作 物 に あたる か 否 か (AI 生成 物 の 著作 物性 ) に つい て は 、 
個別 具体 的 な 事例 に 応じ て 判断 され ます が 、 著 作 権 法 の 従来 の 解釈 と 同様 に 、 人 の 創作 的 寄 
与 が ある と いえ る 事情 が どの 程度 積み 重なっ て いる か 等 を 総合 的 に 考慮 し て 判断 され ます 。 創 
作 的 表現 と いえ る も の を 具体 的 に 示す 詳細 な 指示 や 、 生 成 物 を 確認 し 指示 ・ 入 力 を 修正 し つつ 
試行 を 繰り 返す よう な こと は 、 人 の 創作 的 寄与 の 程度 を 高め る 事情 に な る と 考え られ ます ※22。 


著作 物性 は 、 作 品 全 体 で は な く 個 々 の 表現 ご と に 判断 され ます 。 生 成 Al が 自律 的 に 生成 し 
た 部 分 と 人 間 が 創作 し た 部 分 と が 混在 する 場合 が あり 、 そ れ ぞ れ の 部 分 を 分 け て 考え る 必 
要 が あり ます 。 

例え ば 、Al 生 成 物 が 利用 され た 一 つの 作品 の 中 に は 、 複 数 の 表現 が 含ま れ 、 生 成 Al が 自律 
的 に 生成 し て お り 著 作物 に あたら な い 部 分 、 生 成 Al が 生成 し た が 著作 物 に あたる 部 分 、 生 
成 Al を 利用 せ ず 人 間 が 創作 し て お り 著 作物 に あたる 部 分 が 混在 し て いる 場合 が あり ます 。 


な お 、Al 生 成 物 で あっ て も 、 商 標 法 や 不正 競争 防止 法 に よる 保護 の 対象 と な り 得 ます 。 一 
方 、 意 匠 法 に よる 保護 の た め に は 自然 人 に よる 創作 が 必要 で あり 、AIl 生 成 物 に は 、 自 然 人 が 
意匠 の 創作 に 実質 的 に 関与 し て いる こと が 必要 と 考え られ ます ※23。 


※23 Al 生成 物 の 意匠 法 、 商 標 法 及び 不正 競争 防止 法 に よる 保護 に つい て は 、 中 間 と り ま と め p24-32 を ご 確認 くだ さい 。 
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経済 産業 省 ・ 総 務 省 で は 、 生 成 Al の 普及 を は じ め と する 近年 の 技術 の 急激 な 変化 等 
に 対応 すべ く 、2023 年 5 月 頃 か ら 、 有 識者 等 と 議論 を 重ね 、 こ れ ま で の Al 開発 ガイ 
ドラ イン (総務 省 ) 、AI 利 活用 ガイ ドラ イン (総務 省 ) 及び AI 原則 実践 の た め の ガ バナ 
ンス ・ ガ イド ライ ン (経済 産業 省 ) を 統合 ・ ア ッ プ デー ト し 、 広 範 な Al 事業 者 向け の 統 
的 で 分 か りや すい ガイ ドラ イン の 策定 に 向け た 検討 が 行わ れ ま し た 。 そ の 結果 と し 
て 、2024 年 4 月 に は 「Al 事 業者 ガイ ドラ イン (第 1.0 版 ) 」 が 策定 ・ 公 表 さ れ ま し た 。 


Al 事業 者 ガイ ドラ イン は 、 事 業者 の 自主 的 な 取組 の 支援 、 国 際 的 な 議論 と の 調和 、 読 
み 手 に と っ て の わか りや すさ を 基本 的 な 考え 方 と し 、 様 々 な 事業 活動 に お いて Al を 活 
用 する 全て の 方 を 対象 と し て お り ま す 。 そ の うえ で 、 人 間 中 心 、 安 全 性 、 公 平 性 、 プ ラ 
イバシー 保護 、 セ キュ リティ 確保 、 透 明 性 、 ア カウ ンタ ビリ ティ な どの 各 主 体 が 連携 し 
て 取り 組む 内 容 を まとめ た 共通 指針 や 、AIl 開 発 者 、AI 提 供 者 及び AI 利用 者 と いっ た 
事業 者 の 立場 に 応じ た 重要 事項 や 取組 が 期待 され る 事項 が 定め られ て いま す 。 


コン テン ツ 制 作 に お いて は 、 生 成 Al を 利用 する 立場 か ら 、 主 に 「AIl 利 用 者 」 と し て 
Al 事業 者 ガイ ドラ イン を 踏ま えた 取組 が 求め られ ます 。 ま た 、 生 成 Al を 利用 する 
だ け で は な く 、 生 成 Al の 開発 ・ 学 習 や 提供 に も 携わる 場合 に は 、「Al 開 発 者 」「AI 
提供 者 」 と し て も Al 事業 者 ガイ ドラ イン を 踏ま えた 取組 が 求め られ ます 。 さ ら に 、 
コン テン ツ 制 作 に お ける 生成 Al の 適切 な 利 活用 と いう 観点 か ら は 、 取 引 関係 等 に 
入る 他 の 事業 者 が Al 事業 者 ガイ ドラ イン を 踏ま えた 取組 を 実施 し て いる か 否 か に 
つい て も 確認 する こと が 望ま し いと 考え られ ます 。 


な お 、Al 事 業者 ガイ ドラ イン は 、 今 後 の Al の 普及 状況 や 技術 の 発展 に 応じ て 、 更 新 さ 
れる 予定 で あり 、 常 に 最新 の Al 事業 者 ガイ ドラ イン を 参照 する よう に し て くだ さい 。 


Al 事業 者 ガイ ドラ イン - 経済 産業 省 ・ 総 務 省 


3 経済 産業 省 


Ministry of Economy, Trade and Industry 


M | C Ministry of Internal Affairs 
and Communications 


「Al 事 業者 ガイ ドラ イン 」 の 基本 的 な 考え 方 


プ 
口 
セ 
ス 


事業 者 の 
自主 的 な 
取組 の 支援 


対策 の 程度 を リス ク 
の 大 き さ 及 び 薔 然 性 
に 対応 させ る 「 リ スク 
ベー ス ア プロ ー チ 」 に 
基づく 企業 に お ける 
対策 の 方 向 性 を 記載 


国際 的 な 


議論 と の 協調 


国内 外 の 関連 する 諸 
原則 の 動向 や 内 容 と 
の 整合 性 を 確保 


IP ラ ェ シラ ョ 計 ク 25 ブ リン 一 


読み 手 に 
と っ て の 
分 か りや すさ 


「Al 開 発 者 」・「AIl 提 
供 者 」・「AIl 利 用 者 」 
ご と に 、Al に 関わ る 
考慮 すべ き リ スク や 
対応 方 針 を 確認 可能 


教育 ・ 研 究 機関 、 一 般 消費 者 を 含む 市 民 社 会 、 民 間 企 業 等 で 構成 
され る マル チ ス テー ク ホ ル ダ ー で 検討 を 重ね る こと で 、 実 効 性 ・ 正 
当 性 を 重視 し た も の と し て 策定 


Living Document 


Al ガバ ナン ス の 継続 的 な 改善 に 向け 、 ア ジャ イル ・ ガ バナ ンス の 思 
想 を 参考 に し な が ら 適 宜 更 新 
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文化 店 文化 審議 会 著作 権 分 科 会 (法制 度 小 委員 会 ) で は 、「 ク リエ イタ ー 
の 懸念 の 払拭 、AIl サ ービス 事業 者 や Al サー ビス の 侵害 リス ク を 最小 化 
で きる よう 、 生 成 Al の 発展 を 踏ま えた 論点 整理 を 行い 、 考 え 方 を 明らか 
に する 」 と いう 目的 の も と 、 既 存 の 著作 権 法 を 前 提 と し た AI と 著作 権 に 
関す る 法 的 論点 に つい て 、 有 識者 に よる 議論 が 重ね られ て きま し た 。 
その 結果 と し て 、2024 年 3 月 に は 、「Al と 著作 権 に 関す る 考え 方 に つい 
て 」 (考え方 ) が 公表 され まし た 。 


本 ガイ ドブ ッ ク で は 、「 考 え 方 」 の 内 容 に 基づい て 、 著 作 権 に 関す る 留意 
点 ・ 対 応 策 を 説明 し て いま す 。 

本 ガイ ドブ ッ ク の も と と な る AIl と 著作 権 に 関す る 議論 は 「 考 え 方 」 に て 、 
議論 の 経過 に つい て は 文化 庁 HP で 公開 され て いま す の で 、 本 ガイ ド 
ブッ ク と あわ せ て 確認 する よう に し て くだ さい 。 


「 考 え 方 」 の うち 、 本 ガイ ドブ ッ ク の 内 容 に 関連 し て 確認 ・ 参 照 い た だ き 
た い 人 箇所 に つい て は 、 ペ ー ジ 数 な ど と と も に 紹介 し て いま す 。 


な お 、Al と 閉 作 権 に 関す る 議論 は 今後 も 引き 続き 行わ れる 予定 で あり 、 
「 考 え 方 」 は 、 今 後 の 議論 、Al の 普及 状況 や 技術 の 発展 に 応じ て 更新 さ 
れる こと が 見 込ま れ ま す 。「 考 え 方 」 等 の 文化 店 が 公表 する Al と 閉 作 権 
に 関す る 資料 は 、 常 に 最新 の も の を 参照 する よう に し て くだ さい 。 


Al と 著作 権 に 関す る 考え 方 に つい て - 文化 庁 


AI と 著作 権 に 関す る 考え 方 に つい て 


令 和 6 人 


文化 審議 会 著作 権 分 科 会 法制 


E3 月 15 日 


度 小 委員 会 


©) 


する 技術 の 発展 、 諸 外国 に お ける 検討 状況 


〇 この 文書 (「 本 考え 方 」) は 、 生 成 AI と 著作 権 に 関す る 考え 方 を 整理 し 、 周 知 す べく 、 文 化 審議 会 著作 
権 分 科 会 法制 度 小 委 員 会 に お いて 取り まとめ られ た も の で ある 。 

本 考え 方 は 、 そ の 公表 時 点 に お ける 、 本 小 委 員 会 と し て の 一 定 の 考え 方 を 示す も の で あり 、 本 考え 方 

自体 が 法 的 な 拘束 力 を 有する も の で は な く 、 ま た 現時 点 で 存在 する 特定 の 生成 AT や これ に 関す る 技 
術 に つい て 、 確 定 的 な 法 的 評価 を 行う も の で は な いこ と に 留意 する 必要 が ある 。 

〇 今後 も 、 著 作 権 侵害 等 に 関す る 判例 ・ 裁 判例 を は じ め と し た 具体 的 な 事例 の 蓄積 、AI や これ に 関連 


の 進展 等 が 予想 され る こと か ら 、 引 き 続き 情報 の 把握 ・ 収 


集 に 努め 、 必 要 に 応じ て 本 考え 方 の 見 直し 等 の 必要 な 検討 行っ て いく こと を 予定 し て いる 。 


Ageney for Cultural Affairs Covernment of Japan 


| 「AIl と 著作 権 に 関す る 考え 方 に つい て 」(2024 年 3 月 15 日 ) より 
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内 閣府 ( 知 的 財産 戦略 推進 事務 局 ) で は 、「AI 時 代 の 知 的 財産 権 検討 
会 」 に て 、「AIl と 知 的 財産 権 等 と の 関 作 を めぐ る 課題 へ の 対応 に つい 
て 、 関 係 省 店 に お ける 整理 等 を 踏ま えつ つ 、 必 要 な 対応 方 策 等 を 検討 す 
る 」 と の 目的 の も と 、AIl と 知 的 財産 権 や その 他 の 法 的 権利 ・ 利 益 に 関す 
る 論点 に つい て 、 有 識者 に よる 議論 が 重ね られ て きま し た 。 

その 結果 と し て 、2024 年 5 月 に は 、「AIl 時 代 の 知 的 財産 権 検討 会 中 間 
と り ま と め 」( 中 間 と り ま と め ) が 公表 され まし た 。 


本 ガイ ドブ ッ ク で は 、「 中 間 と り ま と め 」 の 内 容 に 基づい て 、 知 的 財産 権 
や その 他 の 法 的 権利 ・ 利 益 に 関す る 留意 点 ・ 対 応 策 を 説明 し て いま す 。 
本 ガイ ドブ ッ ク の も と と な っ た AI と 知 的 財産 権 や その 他 の 法 的 権利 ・ 利 
益 に 関す る 議論 は 、「 中 間 と り ま と め 」 に て 、 議 論 の 経過 に つい て は 内 閣 
府 知 的 財産 戦略 本 部 HP で 公開 され て いま す の で 、 本 ガイ ドブ ッ ク と あ 
わせ て 確認 する よう に し て くだ さい 。 


「 中 間 と り ま と め 」 の うち 、 本 ガイ ドブ ッ ク の 内 容 に 関連 し て 確認 ・ 参 照 い 
た だ きた い 箇 所 に つい て は 、 ペ ー ジ 数 な ど と と も に 本 ガイ ドブ ッ ク の 中 で 
紹介 し て いま す 。 


な お 、 今 後 の 議 論 、AIl の 普及 状況 や 技術 の 発展 に 応じ て 更新 され る こ 
と が 見 込ま れ ま す の で 、 内 閣府 知 的 財産 戦略 推進 事務 局 の 資料 は 、 常 
に 最新 の も の を 参照 する よう に し て くだ さい 。 


4-3 Al 時 代 の 知 的 財産 権 検討 会 中 間 と り ま と め - 内 閣府 


/ プ 内 閣府 


A Cabinet Office 


AT 時 代 の 知 的 財産 権 検討 会 
中 間 と り ま と め 


2024 年 5 月 
AI 時 代 の 知 的 財産 権 検討 会 


〇 本 中 間 と り ま と め は 、 本 検討 会 に お ける 議論 を 踏ま え 、 AI と 知 的 財産 権 に 関す る 考 
え 方 を 整理 し 、 一 定 の 考え 方 を ホ す も の で ある 。 

〇 本 中 間 と り ま と め に 記載 し た 内 容 は 、 法 的 な 拘束 力 を 有する も の で は な く 、 公 表 時 
点 に お ける 本 検討 会 と し て の 考え を 示す に と ど ま る も の で あっ て 、 確 定 的 な 法 的 評 
価 を 行う も の で は な いこ と に 留意 する 必要 が ある 。 


| 「AIl 時 代 の 知 的 財産 権 検討 会 中間 と り ま と め 」(2024 年 5 月 28 日 ) より 
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留 意 事 項 


本 ガイ ドブ ッ ク は 、2024 年 6 月 時 点 で の 、 政 府 関係 省庁 の 議論 状況 
や Al を めぐ る 技術 水準 を 前 提 に し た 内 容 と な っ て いま す 。 

生成 Al の 技術 は 目まぐるしく 日 進 月 歩 で 発展 し て お り 、 ま た 、 産 業 
界 の 状況 が 変化 し 、 関 係 省庁 で の 議論 状況 、 諸 外国 の 議論 状況 、 法 
令 や 各種 ガイ ドラ イン な ども 更新 され て いく こと が 想定 され ます 。 
本 ガイ ドブ ッ ク と あわ せ て 、 生 成 Al の 最新 の 技術 水準 を 把握 し て い 
た だ く と と も に 、 生 成 Al に 関す る 議論 状況 に つい て も その 都度 必ず 
ご 確認 いた だ き 、 情 報 の アッ プ デ ー ト に 努め て いた だ く よ う に お 願 
いい た し ます 。 


本 ガイ ドブ ッ ク は 、 著 作 権 法 を 含む 知 的 財産 法 等 の 解釈 や その 参考 と 
な る 考え 方 を 示す も の で は な く 、 法 解釈 は 最終 的 に は 司法 判断 に 委 
ね られ ます 。 

関連 する 知 的 財産 法 等 の 解釈 に つい て は 、 弁 護 士 な どの 専門 家 に ご 
相談 いた だ く か 、 解 釈 の 参考 と な る 考え 方 に つい て は 、 経 済 産業 省 ・ 
総務 省 、 内 閣府 知 的 財産 戦略 推進 事務 局 、 文 化 店 文化 審議 会 著作 権 
分 科 会 法制 度 小 和 要員 会 な ど 、 関 係 省 店 で の 議論 の 経過 ・ 結 果 を ご 参 
照 く だ さい 。 


本 ガイ ドブ ッ ク の 内 容 が コン テン ツ 制 作 に お ける 個々 の 場面 に 適用 
で きる か 否 か は 、 ケ ー ス ・ バ イ ・ ケ ー ス の 判断 と な り ま す 。 

また 、 仮 に 適用 で きた と し て も 、 上 記 の と お り 、 本 ガイ ドブ ッ ク は 閉 
作 権 法 を 含む 知 的 財産 法 等 の 解釈 や その 参考 と な る 考え 方 を 示す 
も の で は な く 、 適 法 性 や 妥当 性 等 を 保証 する も の で も あり ませ ん 。 
掲載 し て いる 留意 点 ・ 対 応 策 に つい て も 、 こ れ ら に 限ら れる も の で は 
な く 、 留 意 点 ・ 対 応 策 は 個々 の 場面 ご と に 検討 する 必要 が あり ます 。 
法 的 問題 や コン テン ツ 制 作 に お ける 各種 問題 に つい て は 、 弁 護 士 な 
どの 専門 家 に ご 相談 くだ さい 。 


本 ガイ ドブ ッ ク は 日 本 法 が 適用 され る こと を 前 提 に し て いま す 。 閉 
作物 等 の 利用 行為 が 国境 を 踏 い で 行わ れる 場合 な ど 、 外 国法 が 適用 
され る 可能 性 が ある 場合 に は 、 い ずれ の 国 又 は 法 域 の 法律 が 適用 
され る か を 検討 し 、 外 国法 が 適用 され る 場合 は その 外国 法 の 内 容 
に つい て 具体 的 に 検討 する 必要 が あり ます 。 

な お 、 考 え 方 p6-7 で は 「 我 が 国 の 著作 権 法 が 適用 され る 範囲 」 と し 
て 、 著 作 権 に 関す る 準拠 法 決定 の 考え 方 が 説明 され て いま す 。 


経済 産業 省 ・ 総 務 省 内 閣府 知 的 財産 戦略 推進 事務 局 一 般 社団 法人 日 本 ディ ー プ ラー ニン グ 協 会 
「Al 事 業者 ガイ ドラ イン (第 1.0 版 ) 」 AI 時 代 の 知 的 財産 権 検討 会 「 生 成 Al 利 用 ガイ ドラ イン 」 

2024 年 4 月 19 日 「 中 間 と り ま と め 」 (第 1.1 版 ) 

了 y 経済 産業 省 HP 総務 省 HP 2024 年 5 月 28 日 2023 年 10 月 


関係 省庁 の ガイ ドラ イン な ど 


文化 店 


「 令 和 5 年 度 著 作 権 セ ミナ ー AI と 著作 権 」 


2023 年 6 月 
除 文化 庁 HP 


了 My 知 的 財産 戦略 本 部 HP 了 y 一 股 社団 法人 日 本 ディ ー プ ラー ニン グ 協 会 HP 


文化 店 文化 審議 会 着 作 権 分 科 会 法制 度 小 委 員 会 


「AIl と 著作 権 に 関す る 考え 方 に つい て 」 
2024 年 3 月 15 日 


除 文化 庁 HP 


一 般 社団 法人 日 本 ディ ー プ ラー ニン グ 協 会 
「 生 成 Al の 利用 ガイ ドラ イン (画像 編 ) | 
(第 1 版 ) 

2024 年 2 月 

了 y 一 般 社 団 法人 日 本 ディ ー プ ラー ニン グ 協 会 HP 


経済 産業 省 
「 不 正 競争 防止 法 テ キス ト 」 
2024 年 2 月 
了 y 経済 産業 省 HP 
個人 情報 保護 委員 会 
「OpenAIl に 対す る 注意 喚起 の 概要 」 
「 生 成 AIl サ ービス の 利用 に 関す る 注意 喚起 等 」 
2023 年 6 月 2 日 


了 y 個人 情報 保護 委員 会 HP 


コン テン ツ 制 作 の た め の 
生成 Al 利 活用 ガイ ドブ ッ ク 


表紙 の モチ ー フ は 、 本 ガイ ドブ ッ ク の テー マ で ある 生成 Al を 利用 し て 作 
成 し て いま す 。 

メイ ン モ チー フ は 、 各 工程 の 判断 を 担い コン テン ツ 制 作 に お ける 主役 で 
ある 「 生 成 Al を 利 活用 する 人 」。 ゲ ー ム ・ ア ニ メ ・ 広 告 の 各 産 業 を イメ ー 
ジ し た 人 の モチ ー フ を 繰り 返し 使用 する こと で 、 生 成 Al を 利用 し た トラ 
イア ンド エラ ー と 、 人 に よる ブラ ッシュ アッ プ と いう 、 生 成 Al を 活用 し た 
コン テン ツ 制 作 の ひと つの あり 方 を イメ ー ジ し まし た 。 


制作 


経済 産業 省 商務 ・ サ ービス グル ー プ 文化 創造 産業 課 


森下 渡 アー トディ レク ター 株 式 会 社 WOIL 
小峠 良太 プロ デュ ー サ ー 株 式 会 社 WOIL 


